
先
日
、
テ
レ
ビ
の

健
康
番
組
で
日
本
人

の
歯
磨
き
方
法
が
間

違
っ
て
る
と
の
放
送

が
あ
っ
た
。
そ
の
中

で
は
う
蝕
予
防
の
先

進
国
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

歯
磨
き
の
仕
方
を
参
考
に
し
て

い
た
。
日
本
と
大
き
く
異
な
っ

て
い
る
こ
と
は
歯
磨
き
の
際
に

は
水
を
一
切
使
用
せ
ず
、
最
後

の
う
が
い
も
し
な
い
で
吐
き
出

す
だ
け
で
終
え
て
い
る
点
だ
。

理
由
は
簡
単
で
、
歯
磨
剤
に
う

蝕
予
防
の
フ
ッ
化
物
が
配
合
さ

れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
水
を

含
ん
で
し
ま
う
と
、
せ
っ
か
く

の
フ
ッ
化
物
が
薄
ま
っ
て
し
ま

う
か
ら
だ
。
歯
磨
剤
の
添
加
物

の
薬
理
作
用
を
最
大
限
に
発
揮

さ
せ
る
に
は
作
用
時
間
を
長
く

し
濃
度
を
濃
く
し
て
あ
げ
れ
ば

よ
い
と
い
う
こ
と
は
よ
く
分
か

る
▼
し
か
し
、
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
の
習
慣
で
、
挟
ま
っ
て
い

た
食
べ
残
し
や
、
何
が
入
っ

て
る
か
よ
く
知
ら
な
い
歯
磨
剤

の
味
が
気
に
な
り
、
す
っ
き
り

と
味
が
無
く
な
る
ま
で
何
度
も

う
が
い
を
し
て
し
ま
う
の
は
私

だ
け
で
は
な
い
は
ず
だ
。
良
い

こ
と
だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
日

本
で
こ
の
習
慣
を
身
に
付
け
さ

せ
る
に
は
時
間
が
か
か
る
と
思

わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
一
気
に
普

及
さ
せ
よ
う
と
考
え
る
な
ら
ド

ラ
マ
や
映
画
の
日
常
の
シ
ー
ン

で
国
民
的
俳
優
さ
ん
が
実
践
し

て
み
せ
る
の
が
い
い
。
あ
る
い

は
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
国
民
的
ア
イ
ド

ル
が
実
践
し
て
み
せ
る
の
も
よ

い
。
と
も
す
れ
ば
謹
厳
実
直
な

国
民
が
多
い
と
思
わ
れ
る
日
本

人
が
一
度
習
慣
と
し
て
身
に
付

け
て
し
ま
え
ば
、
日
本
か
ら
う

蝕
が
消
え
る
日
も
遠
い
未
来
で

は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
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５面 イジＭＯＮＯ通信
６～７面　石川県・個別指導情報
10面 医療・福祉のエキスパート訪問
本号は保険医協会未入会の
先生方にもお送りしました。

入会案内3面参照

６
月
29
日
（
土
）
に
第
49
回

よ
ろ
ず
勉
強
会
が
、
永
田
理
希

先
生
（
な
が
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
）
に
よ
る
「
こ
ど
も
と
お
と

な
の
外
来
感
染
症
入
門
塾
」
第

３
巻
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
テ
ー
マ
「
経
口
β

︱
ラ
ク
タ
ム
系
抗
菌
薬
と
い
う

名
の
武
器
の
使
い
方
」
は
、「
抗

菌
薬
の
使
用
を
控
え
れ
ば
い
い

ん
だ
ろ
」
的
な
、
一
種
投
げ
や

り
な
私
ど
も
の
先
入
観
を
打
ち

砕
い
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。

つ
ま
り
、
抗
菌
薬
の
特
長
を

知
っ
て
、
本
当
に
効
く
薬
で
細

菌
感
染
と
徹
底
的
に
戦
お
う
と

い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
す
。

以
下
、
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
を
列

記
し
ま
す
。
扁

桃
炎
（
溶
連

菌
）
や
中
耳

炎
・
副
鼻
腔
炎
・

細
菌
性
肺
炎

（
肺
炎
球
菌
・

イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
菌
）
な
ら

A
M
P
C
（
ア

モ
キ
シ
シ
リ
ン
）
１
５
０
０

mg
で
、
小
児
で
は
60
mg
／
kg 

分
３
か
90
mg
／
kg
分
２
。
扁

桃
周
囲
膿
瘍
・
誤
嚥
性
肺
炎

（
嫌
気
性
菌
）
な
ら
A
M
P
C

／
C
V
A
の
オ
ー
グ
メ
ン
チ

ン
を
使
う
が
、
２
：
１
な
の

で
４
：
１
に
す
る
た
め
、
オ

グ
サ
ワ
!
（
オ
ー
グ
メ
ン
チ

ン
７
５
０
mg
+
サ
ワ
シ
リ
ン

７
５
０
mg
）。
小
児
で
は
14
：

１
の
ク
ラ
バ
モ
ッ
ク
ス
R
。

経
口
セ
フ
ェ
ム
の
第
３
世
代
は

不
要
と
言
っ
て
も
よ
く
、
P
I

が
付
い
て
い
る
た
め
低
カ
ル

ニ
チ
ン
血
症
に
よ
る
低
血
糖

や
け
い
れ
ん
が
乳
幼
児
だ
け

で
な
く
高
齢
者
で
も
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
第
１
世
代
が
グ

ラ
ム
陽
性
球
菌
、
連
鎖
球
菌
、

M
S
S
A
、
大
腸
菌
に
有
効

で
、
蜂
窩
織
炎
は
C
E
X 

（
セ

フ
ァ
レ
キ
シ
ン
）
２
０
０
０
mg

で
戦
え
る
。
C
C
L
（
セ
フ
ァ

ク
ロ
ー
ル
）
は
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
が
多
い
の
で
推
奨
し
な

い
。
顔
面
蜂
窩
織
炎
の
み
セ
フ

ト
リ
ア
キ
ソ
ン
静
注
で
。
膀
胱

炎
・
腎
盂
腎
炎
（
大
腸
菌
）
は
、

S
T
合
剤
が
第
１
選
択
だ
が
、

妊
婦
は
禁
忌
な
の
で
C
E
X

を
選
択
。
そ
れ
か
ら
、
嫌
気
性

菌
に
効
く
と
言
わ
れ
て
い
た

L
V
L
X
（
レ
ボ
フ
ロ
キ
サ
シ

ン
）
は
、
臨
床
的
に
は
効
果
が

乏
し
く
、
耐
性
菌
の
た
め
膀
胱

炎
に
も
過
去
の
薬
と
な
っ
て
い

る
。
安
易
な
処
方
は
結
核
の
見

逃
し
に
つ
な
が
る
。
歯
科
・
口

腔
領
域
で
L
V
L
X
（
レ
ボ

フ
ロ
キ
サ
シ
ン
）
や
A
Z
M

（
ア
ジ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン
）
処
方

は
デ
メ
リ
ッ
ト
が
多
く
、
処
方

す
る
意
味
な
し
。
ペ
ニ
シ
リ

ン
系
抗
菌
薬
が
ベ
ス
ト
チ
ョ

イ
ス
。

と
い
う
わ
け
で
、
今
回
も
ク

リ
ニ
カ
ル
・
パ
ー
ル
が
い
っ
ぱ

い
で
し
た
が
、
出
そ
び
れ
た
皆

さ
ま
、
ま
だ
チ
ャ
ン
ス
は
あ
り

ま
す
。
10
月
６
日
（
日
）
午
前

10
時
よ
り
、「
医
師
と
コ
・
メ

デ
ィ
カ
ル
の
た
め
の
講
演
会
」

に
て
も
う
一
回
聴
け
ま
す
。
今

度
こ
そ
お
聞
き
逃
し
な
く
。

第
49
回 

な
ん
で
も
学
術
！
な
ん
で
も
回
答
？
よ
ろ
ず
勉
強
会

副
会
長

　小
川

　滋
彦
（
金
沢
市
・
内
科
）

抗
菌
薬
の

　  本
当
に
効
く
使
い
方

講師の永田理希先生

20人が参加し開催された（6月29日・地場産業振興センター）

医師とコ･メディカルのための講演会

診療所で
取り組もう！

次の世代に胸を張れる

抗菌薬＆風邪薬の使い方を
 ともに学びませんか

※詳しくは同封の案内チラシを
　ご覧ください。

●対　象／どなたでも（定員100人）

●参加費／５００円

石川県地場産業振興センター  本館１階・第７研修室
2019年10月６日（日） 午前10時～正午

（ながたクリニック院長、加賀市医療センター
  感染制御・抗菌薬適正指導顧問）講師  永田 理希 氏

主催／石川県保険医協会

本講演会は日本医師会生涯教
育講座1.5単位（カリキュラムコー
ド28.発熱）が取得できます。

2019年9月26日（木）
午後７時１５分～午後８時４５分

テーマ

講  師

と  き

ところ

対  象

わかっちゃいるけどやめられない
～生きづらさから読み解く依存症～

石川県地場産業振興センター
新館５階・第13研修室

西念  奈津江氏（岡部診療所・精神保健福祉士）

会員医療機関の医師・歯科医師・スタッフ
（参加は無料です）
★詳しくは同封の案内チラシをご覧ください。

主催：石川県保険医協会 

　　　 なんでも学術！
なんでも回答?よろず勉強会

　　　 なんでも学術！
なんでも回答?よろず勉強会

第51回
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平成30年度の個別指導結果と31年度の実施予定
＜表1＞のうち、まず平成30年度個別指導の実施状況をみると、医

科歯科ともに、「概ね妥当」の件数が、「経過観察」に比べて若干増え
ている。歯科では「再指導」の件数が増えている。

次に31年度の実施予定である。既指定対象のうち医科個別指導は、
病院 2 件、診療所15件であわせて17件、歯科診療所は19件が予定され
ている。新規指定対象では、医科診療所14件、歯科診療所10件の実施
が予定されている。既指定対象医科個別指導は医科歯科ともに 5 月か
ら実施が予定されており、新規対象個別指導は医科は 4 月から、歯科
は 5 月から実施する予定となっている。
＜表2＞は選定理由である。指導大綱では、保険者・被保険者等か

らの情報提供に基づくものを最優先に実施することとされているが、
石川県においては、再指導と集団的個別指導連動の高点数を理由に選
定されており、この傾向に変わりはない。31年度に選定されたものの
うち「情報提供」によるものは、医科診療所 1 件と歯科診療所 1 件で
ある。
＜表3＞の右端には、診療科別の個別指導実施予定一覧を掲載して

いる。

平成31年度の集団的個別指導
＜表3＞は、平成31年度の集団的個別指導の対象医療機関数・選定

基準値である。集団的個別指導は、表の類型区分ごとに平均点数が高
い医療機関の上位 8 ％を対象に実施することになっている。院外処方
の医療機関の平均点数については、「薬剤料」分を加味するために、
各科ごとに定められた調整点数を加算して算出するのも従来どおりで
ある（病院と歯科には調整点数はない）。

診療科別の平均点数については、昨年度と比べて大きな変動はみら
れない。

今年度の対象医療機関は、医科病院 3 件、医科診療所26件、歯科診
療所30件であり、医科歯科ともに 8 月に実施する予定となっている。

平成31年度の適時調査実施予定
適時調査とは、保険医療機関の届出内容が施設基準に照らし適正か

どうかを調査するものである。昨年度は医科病院を対象に63件実施さ
れている。本年度も医科病院を対象に69件の実施予定となっている。

なお、適時調査の対象は届出を行った全医療機関とされているが、
本年度も医科診療所、歯科診療所に対する実施予定はない。

個別指導・適時調査における指摘事項
今月号から指摘事項について保険医協会で項目ごとに整理分類した

ものを掲載していく。紙幅の都合で、今月号は歯科個別指導の指摘事
項を掲載した（ 6 〜 7 面）。来月号以降、医科個別指導、適時調査の
順で数号にわたって掲載していく予定である。

石川県における集団的個別指導・個別指導

情報開示資料からみえてくるもの
石川県保険医協会では、本年度も東海北陸厚生局に対し、個別指導等に係る情報開示請求を行い、指導対象保険医療機関等の選
定及び指導実施計画に係る選定委員会配布資料と議事録等を入手した。

＜表1＞平成29年度及び平成30年度個別指導の結果と平成31年度個別指導実施予定件数
医科保険医療機関 歯科保険医療機関

既　指　定 新 規 指 定 既　指　定 新 規 指 定

指導種類と
結果 29年度 30年度

31年度
実施
予定

29年度 30年度
31年度
実施
予定

29年度 30年度
31年度
実施
予定

29年度 30年度
31年度
実施
予定

指
導
結
果

未 通 知 0 0 − 0 1 − 0 0 − 0 0 −

概ね妥当 0 3 − 3 10 − 2 5 − 2 6 −

経過観察 8 11 − 4 6 − 14 6 − 2 3 −

再 指 導 2 1 − 0 1 − 2 4 − 1 2 −

中 断 中 1 0 − 0 0 − 0 0 − 0 0 −

要 監 査 0 0 − 0 0 − 0 0 − 0 0 −

合　　計 11 15 17 7 18 14 18 15 19 5 11 10

＜表2＞平成29年度、30年度及び31年度個別指導対象医療機関の選定理由
医科保険医療機関 歯科保険医療機関

選定理由 29年度 30年度 31年度
実施予定 29年度 30年度 31年度

実施予定

情報提供 0 2 1 0 0 1

再指導等 2 2 2 4 3 6

高 点 数 7 11 14 15 13 12

そ の 他 0 0 0 0 0 0

合　　計 9 15 17 19 16 19

＜表3＞平成31年度集団的個別指導の対象医療機関

類型区分

医

療

機

関

数

石
川
県
平
均
値

（

平

均

点

数

）

石

川

県

選
定
基
準
点
数

集
団
的
個
別
指
導

実
施
対
象
件
数
（
８
％
）

集
団
的
個
別
指
導

選
定
対
象
件
数

個
別
指
導
対
象
件
数

（
集
団
的
個
別
指
導
連
動
）

個
別
指
導
対
象
件
数

（
集
団
的
個
別
指
導
連
動
以
外
）

病   院

①一般病院 66 48,175 52,992.5 5.2 3 1 1

②精神病院 13 37,709 41,479.9 1.0 0 0 0

③その他 15 61,004 67,104.4 1.2 0 0 0

計 94 3 1 1

診療所

①内科(人工透析有以外・その他） 199 1,162 1,394.4 15.9 5 3 0

②内科(人工透析有以外・在宅） 120 1,340 1,608.0 9.6 8 4 0

③内科(人工透析有） 12 6,390 7,668.0 0.9 1 1 1

④精神・神経科 24 1,126 1,351.2 1.9 1 0 0

⑤小児科 50 870 1,044.0 4.0 1 0 0

⑥外科 52 1,215 1,458.0 4.1 2 2 0

⑦整形外科 67 1,250 1,500.0 5.3 3 1 0

⑧皮膚科 40 587 704.4 3.2 0 0 0

⑨泌尿器科 6 983 1,179.6 0.4 1 0 0

⑩産婦人科 33 943 1,131.6 2.6 2 0 0

⑪眼科 60 1,009 1,210.8 4.8 2 1 0

⑫耳鼻咽喉科 37 682 818.4 2.9 0 1 1

計 700 26 13 2

医　　　科　　　合　　　計 794 29 14 3

歯　　　　　　　　　　　科 489 1,241 1,489.2 39.1 30 12 7

※病院の③「その他」は、臨床研修指定病院、大学附属病院、特定機能病院を示す
※診療所の①〜③は次のとおり

①内科（②又は③の区分に該当するものを除く。）
②内科（③の区分に該当するものを除き、在宅療養支援診療所に係る届出を行っているもの。）
③内科（主として人工透析を行うもの（内科以外で、主として人工透析を行うものを含む。））

※内科には、呼吸器科、消化器科（胃腸科を含む。）、循環器科、アレルギー科、リウマチ科を含む。
※「基準点数」：病院は平均点数×1.1、それ以外は平均点数×1.2。
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自在性が魅力です！
○急な出費にも1口単位で解約できます  
○払込が困難な時には「掛金中断」もできます
○年金の受け取りは「受給時」に ①10年定額年金 ②15年定額年金
　③15年逓増年金 ④20年逓増年金 から選択、または一括受け取り
○万一の時にはご遺族に全額給付

保険医年金は、国の公的年金制度が不十分なためにつくられた医師・歯科医師
を対象とする積立型の年金制度（拠出型企業年金保険）です。1968年に創設して
以来、わが国有数のスケールに発展しています。
保険医年金では、年金制度でもっとも大事な加入者の年金給付を守ることを

重視し、これまでに年金受給者の年金額をカットしたことは一度もありません。

年金資産は6社の生保会社でリスク分散されています。

※普及期間中には、大樹生命（旧 三井生命）、明治安田生命、富国生命の普及担当者がお伺いし
ますので、ご面談くださいますようお願いします。

※ここでは制度の概要をお知らせしております。詳細についてはパンフレットをご確認ください。

全国の会員から、自在性・柔軟性に富む保険医年金が評価されています。
お問い合わせは 石川県保険医協会まで

Tel：076-222-5373  Fax：076-231-5156

9月1日から10月25日まで

明日のための安心設計 この機会にぜひ加入・増口を
ご検討ください。
お申込み期間 9月1日から10月25日まで

ご加入日 2020年1月1日

月　払
１口１万円

一時払
１口50万円

加入・増口の
受付は

加入資格 新規は満74歳、増口は満79歳まで
の保険医協会の会員

保険医協会に
ぜひご入会下さい！

本 号 は 未 入 会 の 先 生 に も お 送 り し ま し た 。

保険医協会は国民医療の充実と共に、
保険医の生活と権利を守ります。

石川県保険医協会 ☎076（222）5373

お電話または同封の入会申込ハガキに必要事項を記入のうえ、ご返送下さい。

日常診療に役立つさまざまな活動を行っています

診療報酬改定（医科・歯科・介護）時には、いち早く新点数情報をお届けします。
日常の保険請求への問い合わせにも懇切丁寧にお答えし、審査、指導、監査
などについての情報提供やご相談にも応じています。

共済制度「休業保障共済保険」「保険医年金」「グループ保険」などに加入できます。
新規開業医懇談会の開催や経営・税務・雇用に関する情報提供等も行って
います。

医科・歯科の共同体をいかし、交流・連携ができます。
医科・歯科ともに多彩な講演会を企画開催しています。

県内の医療・福祉関連情報として、『病院マップ』や『福祉マップ』、歯科関連では
『歯科保険診療便覧』『お口の機能を育てましょう』など石川協会オリジナル
の書籍をたくさん発行しています。
月に１回『石川保険医新聞』を発行しています。地元の地域医療に関する情報
や会員からの楽しい投稿が盛りだくさんです。

石川県保険医協会は、全国保険医団体連合会（保団連）に加入しているの
で、全国の審査、指導・監査の動向、厚生労働省の関係資料やその解説資料な
ど、必要な情報が迅速にお届けできます。

会員同士の交流会、文化企画にご参加いただけます。

1
2
3
4
5
6
7

8
9

10

たとえばこんなメリットが！注目

開業医 4,500円
勤務医 3,800円

会費（月額） なし入会金

※３カ月ごとに銀行口座から引き落としさせて頂きます。

医科　728人、歯科　308人
会員数　1,036人

入会の方法は

連絡先

「傷病休業給付金」は、ケガや疾病により６日以上
連続して休業された場合に、６日目以降休業された
日数分給付されます。休業される事態が生じた場合
は、速やかに保険医協会事務局までご連絡ください。

休業保障共済保険に
ご加入されている先生方へ

石川県保険医協会　TEL(076)222-5373　FAX(076)231-5156

保険医の生活と経営を支える

活用していますか？ 

●ご希望の会員には各共済制度の詳細なパンフレットなどをお送りします。
電話.076(222)5373 FAX.076(231)5156石川県保険医協会 Ｅメール：ｉｓｈｉｋａｗａ‐ｈｏｋ＠ｄｏｃ‐ｎｅｔ．ｏｒ．ｊｐ

保険医年金リタイヤ後の生活設計に

9/1～申込受付開始、
2020年1/1加入

◆加入資格／満74歳（増口は満79歳）までの会員
◉月払（1口月額1万円）と一時払（1口50万円）
◉受け取り方法は4種類から選択（10年確定、15
年確定、15年逓増、20年逓増）

9/20まで申込受付中、
12/1加入

◆加入資格／60歳未満の健康で正常に就業し
ている会員
◉入院はもちろん代診を置いて自宅療養でも給付
◉拠出金は加入時のまま上がらず、掛け捨てで
はありません

保険医休業保障共済保険病気・ケガの
強い味方

毎月申込受付中!

◆加入資格／健康で正常に就業している65歳6
カ月までの会員、配偶者、子ども
◉会員は最高4,500万円、配偶者は2,000万円、
子どもは400万円までの保障
◉剰余金が生じた場合には配当金をお支払いし
ます

死亡や高度障害など
万一の時は グループ保険

石 川 保 険 医 新 聞 第568号（3）2019年8月15日（毎月15日発行）



　

認
知
症
施
策
推
進

大
綱
（
以
下
、
大
綱
）

が
認
知
症
施
策
推
進
関

係
閣
僚
会
議
に
お
い
て

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

認
知
症
施
策
推
進
総
合

戦
略
（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）
の
後

継
と
い
う
位
置
づ
け
で
す
。
大
綱
で

は
「
共
生
」
と
「
予
防
」
を
二
本
柱

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。「
共

生
」
で
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
中

心
と
し
た
近
隣
互
助
活
動
、
移
動
手

段
や
公
共
施
設
で
の
認
知
症
バ
リ
ア

フ
リ
ー
な
ど
を
、「
予
防
」
に
つ
い

て
は
、
基
礎
研
究
、
予
防
に
関
す
る

エ
ビ
デ
ン
ス
の
収
集
、
認
知
症
発
症

前
か
ら
の
取
り
組
み
、
通
え
る
場
づ

く
り
、
予
防
に
関
す
る
機
器
・
サ
ー

ビ
ス
の
評
価
指
標
の
確
立
に
向
け
た

実
証
の
実
施
な
ど
が
う
た
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
施
策
は
、
そ
の

実
効
性
が
ど
う
担
保
さ
れ
る
か
が
重

要
で
す
。

さ
て
、
か
か
り
つ
け
医
の
役
割
に

つ
い
て
は
ど
う
書
か
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
医
療
で
は
早
期
発
見
・

早
期
対
応
、
医
療
体
制
の
整
備
、
お

よ
び
認
知
症
対
応
力
向
上
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
は
専

門
医
療
機
関
と
の
連
携
が
う
た
わ
れ

て
い
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
と
は
書

い
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、
医
療
機
関
は

認
知
症
に
早
期
に
気
づ
き
適
切
に
対

応
す
る
こ
と
や
、
本
人
の
診
察
・
相

談
、
家
族
の
相
談
に
の
る
と
い
う
記

載
が
あ
り
ま
す
。

予
防
に
つ
い
て
は
、
か
か
り
つ
け

医
へ
の
具
体
的
な
役
割
記
載
は
あ
り

ま
せ
ん
。
認
知
症
と
い
っ
て
も
様
々

で
、
現
時
点
で
は
予
防
が
可
能
と
い

う
点
で
一
定
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
る

の
は
脳
血
管
性
認
知
症
（
Ｖ
Ｄ
）
と

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
（
Ａ

Ｄ
）
で
す
。
認
知
症
大
綱
な
ど
と

い
っ
て
認
知
症
を
ひ
と
く
く
り
に
す

る
と
課
題
は
か
え
っ
て
曖
昧
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
前
頭
側
頭
型
認
知

症
を
予
防
す
る
方
法
は
あ
り
ま
せ

ん
。
Ｖ
Ｄ
は
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂

質
異
常
症
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
重
要

で
す
。
Ａ
Ｄ
も
高
血
圧
、
糖
尿
病
が

リ
ス
ク
に
な
っ
て
お
り
食
生
活
も
大

き
な
影
響
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ｖ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
の
予
防
と
い
う
点

で
か
か
り
つ
け
医
の
役
割
が
期
待
で

き
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
の
認
知
症
に
関
す

る
診
療
報
酬
を
み
ま
す
と
、
連
携
で

の
報
酬
と
認
知
症
地
域
包
括
診
療
料

（
加
算
）
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
で
は
不
十
分
で
予
防
や
早
期
の

気
づ
き
、
相
談
機
能
な
ど
を
評
価
し

た
診
療
報
酬
を
創
設
し
、
か
か
り
つ

け
医
が
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

か
か
り
つ
け
医
が

力
を
発
揮
で
き
る
制
度
を

認
知
症
施
策
推
進
大
綱

働
く
母
親
は
７
割
超
え

働
き
方
改
革
と
近
年
騒
が
れ

て
お
り
ま
す
が
、
女
性
の
中
で

も
母
親
の
働
き
方
改
革
は
、
子

ど
も
の
未
来
、
日
本
の
未
来
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
育
児

と
仕
事
を
両
立
で
き
る
環
境
が

日
本
に
も
必
要
で
す
。

あ
る
新
聞
の
調
査
で
は
、
日

本
の
働
く
母
親
の
割
合
は
7
割

超
え
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
が
働
き

な
が
ら
子
ど
も
を
育
て
上
げ
る

た
め
の
社
会
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

が
し
っ
か
り
整
備
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
日
本
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
？　

女
性
が
妊
娠
し

た
と
き
に
職
場
は
喜
ん
で
く
れ

な
い
日
本
、
仕
事
も
辞
め
に
く

い
日
本
、
育
休
も
と
り
に
く
い

日
本
。
共
働
き
が
当
た
り
前

で
、
少
子
化
な
の
に
、
保
育

園
に
入
れ
な
い
日
本
。
毎
朝
家

事
と
子
育
て
、
日
中
は
で
き
る

限
り
の
仕
事
を
し
、
ま
た
夕
方

は
家
事
と
子
育
て
。
ど
れ
も
こ

れ
も
全
力
で
や
っ
て
る
の
に
と

苛
立
ち
、
仕
事
が
う
ま
く
い
か

な
い
、
父
親
は
頼
り
な
い
な
ど

の
い
ろ
ん
な
悩
み
が
出
て
き
た

ら
、
も
う
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で

す
。
子
ど
も
に
八
つ
当
た
り

し
、
お
酒
を
飲
ん
だ
り
、
ス
ト

レ
ス
を
ど
う
消
化
し
た
ら
い
い

の
か
悩
み
を
聞
い
て
も
ら
う
時

間
も
な
く
、
悪
循
環
に
陥
る
可

能
性
が
あ
る
、
こ
れ
が
不
安

定
な
日
本
の
母
親
の
現
状
で

す
。
母
親
が
疲
れ
切
っ
て
い
る

日
本
、
虐
待
が
増
え
続
け
る
日

本
。
こ
の
ま
ま
で
は
日
本
の
未

来
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
子

ど
も
を
望
む
人
は
減
っ
て
い
ま

す
が
、
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
た

少
数
の
子
ど
も
た
ち
も
幸
せ
に

暮
ら
し
て
い
け
る
で
し
ょ
う

か
。
母
親
に
一
番
必
要
な
の
は

午
後
5
時
以
降
の
時
間
と
心
の

余
裕
で
す
。
良
い
職
場
環
境

は
、
母
親
と
そ
の
子
ど
も
の
未

来
、
ひ
い
て
は
日
本
の
未
来
に

つ
な
が
り
ま
す
。

母
親
が
働
く
＝

父
親
も
育
児
を
す
る

私
は
医
師
に
な
っ
て
10
年
目

で
す
。
夫
は
同
期
の
内
科
医
で

す
。
金
沢
医
療
セ
ン
タ
ー
で
初

期
研
修
、
後
期
研
修
を
し
ま
し

た
。
初
期
研
修
の
2
年
目
の
終

わ
り
に
出
産
し
、
現
在
は
3
人

の
男
の
子
の
育
児
を
し
な
が
ら

医
師
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
育

児
休
業
も
長
男
の
時
は
半
年
、

次
男
の
時
は
夫
の
国
内
留
学

（
神
戸
大
学
）
に
つ
い
て
ゆ
き
、

2
年
半
休
み
、
そ
の
間
に
三
男

を
出
産
し
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

神
戸
で
は
保
育
園
の
待
機
児
童

は
20
人
待
ち
で
、
週
3
回
の
預

か
り
保
育
を
利
用
し
て
神
戸
大

学
小
児
科
で
乳
児
検
診
と
外
来

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
少
し

働
き
な
が
ら
で
す
が
、
専
業
主

婦
に
近
い
状
況
を
経
験
し
ま

し
た
。

男
児
3
人
の
子
育
て
は
恐
る

べ
き
体
力
勝
負
で
す
。
想
像
以

上
に
、
母
親
と
し
て
の
仕
事
を

毎
日
す
る
だ
け
で
忙
し
か
っ
た

で
す
。
で
も
全
力
で
母
を
す
る

時
間
を
持
て
た
こ
と
は
私
に

と
っ
て
財
産
で
し
た
。
子
ど
も

を
育
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま

さ
に
母
親
を
育
て
る
こ
と
。
長

男
が
ま
だ
生
後
６
カ
月
く
ら
い

で
仕
事
に
復
帰
し
た
と
き
は
、

か
わ
い
く
て
離
れ
た
く
な
い
、

子
ど
も
を
預
け
て
働
く
こ
と
が

母
親
と
し
て
十
分
な
の
か
、
こ

の
子
は
将
来
ど
う
育
つ
の
か
、

母
親
と
し
て
自
信
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
さ
ら
に
医
師
と
し

て
も
知
識
も
経
験
も
積
め
な
い

ま
ま
働
い
て
い
る
こ
と
が
不
安

で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

で
も
医
師
と
し
て
は
、
ま
だ
ま

だ
自
信
な
ん
か
持
て
ま
せ
ん

が
、
3
人
を
育
て
て
い
く
う
ち

に
、
母
親
と
し
て
は
少
し
自
信

が
つ
い
て
き
ま
し
た
。
母
親
と

し
て
の
自
信
が
つ
く
と
、
育
児

だ
け
に
捧
げ
る
人
生
も
い
い
の

で
す
が
、
や
は
り
私
は
小
児
科

医
と
し
て
続
け
た
い
と
い
う
思

い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

私
は
職
場
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
金
沢
医
療
セ
ン
タ
ー
で

は
、
日
中
は
働
き
、
育
児
時
間

を
と
る
た
め
午
後
5
時
に
は
帰

宅
し
ま
す
。
当
直
回
数
を
減
ら

し
て
も
ら
い
、
夫
が
休
め
る
日

に
当
直
に
入
っ
て
い
ま
す
。
行

事
が
あ
れ
ば
休
ま
せ
て
も
ら
い

ま
す
。
さ
ら
に
職
員
限
定
の
病

児
保
育
が
設
立
さ
れ
、
で
き
る

だ
け
子
ど
も
の
熱
で
休
む
こ
と

な
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
働
き
方
改
革
は
、

母
親
の
み
が
優
遇
さ
れ
る
の
で

は
い
つ
か
不
満
が
で
て
歪
み
が

大
き
く
な
り
ま
す
。
男
性
も
同

様
な
働
き
方
を
し
な
け
れ
ば
永

遠
に
変
わ
り
ま
せ
ん
。
母
親
が

働
く
と
い
う
こ
と
は
、
父
親
も

育
児
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
誰
し
も
が
、
家
庭
事
情
、

性
格
、
得
意
分
野
、
苦
手
分
野

が
あ
り
、
そ
れ
を
生
か
す
よ
う

な
働
き
方
が
あ
る
は
ず
で
す
。

そ
し
て
、
良
い
仕
事
に
は
休
息

と
お
い
し
い
ご
飯
が
不
可
欠
で

す
。
人
材
を
確
保
し
、
幹
部
が

う
ま
く
個
々
の
良
い
と
こ
ろ
を

生
か
し
な
が
ら
、
一
人
一
人
の

働
き
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
そ

ん
な
理
想
的
な
シ
ス
テ
ム
が
必

要
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
人
を

集
約
し
、
勤
務
時
間
内
に
皆
が

帰
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
ら

い
い
な
、
と
心
か
ら
願
っ
て
お

り
ま
す
。

小児科医からの

発信
小児科医からの

発信
～子どもは未来、
　日本の未来～

《第39回》

山
宮

　麻
里
（
金
沢
医
療
セ
ン
タ
ー
・
小
児
科
）

日
本
の
未
来
を

  

つ
く
る
の
は
、母

（
問
題
は
14
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
の
３
と
打
つ
の
が
好
手
段
。
白
４

に
黒
５
、
７
で
白
死
で
す
。
黒
１
で
す
ぐ

に
３
は
白
イ
黒
５
白
７
で
白
生
き
。
白
２

で
６
な
ら
黒
３
白
イ
黒
７
で
白
死
。
白
４

で
イ
な
ら
黒
５
白
６
黒
７
で
白
死
で
す
。

囲

解
答

碁

☗
２
三
銀
不
成
☖
同
玉
☗
３
二

飛
成
☖
１
四
玉
☗
２
四
銀
成
☖

同
玉
☗
３
四
竜
ま
で
７
手
詰
。

〈
解
説
〉
３
手
目
☗
３
二
飛
成

が
大
事
な
と
こ
ろ
で
、
す
ぐ
に

☗
２
四
銀
成
で
は
☖
２
二
玉
で

と
ど
き
ま
せ
ん
。
５
手
目
☗
２

四
銀
成
が
好
手
で
、
☖
同
玉
に

☗
３
四
竜
で
ス
ッ
キ
リ
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
14
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

9
＋
1
で
、答
え
は「
10
」

（
問
題
14
面
）

ぽんすけの保険Q&ADr.
Q． ネズミ病院皮膚科のハム先生に紹介

状を書いて…。おっと、この患者さん月初
めにも同じネズミ病院内科のヤマネ先生に
紹介してるぞ。でも紹介状は２通書いてるん
だし、診療情報提供料（Ⅰ）は２回算定できるんじゃないかな？

A． ぽんすけ先生、診療情報提供料（Ⅰ）は「紹介先保険医療機関ごと
に患者１人につき月１回算定する」ので、同月に同じ医療機関へ２
回紹介しても、診療情報提供料（Ⅰ）は１回のみの算定です。（『保険
診療の手引 2018年版』737ページ参照）
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扇風機もおひとり様時代！？
～最近よくみるハンディ扇風機～

院長	「暑い! 今年も暑いのぅ…」
師長	「まだ朝は涼しいですよ」
院長	「ほんまかいな!?ワシはもうすでに暑い!

医院のクーラーをつけたい!」
師長	「院長そもそも暑がりすぎなんですよ!」
院長	「あんたは寒がりすぎ! ワシは限界や!!」

－翌日－
師長	「ううう…さぶっ…なんなのコレ?」
院長	「快適♬夏はこうでなくっちゃ!」
師長	「クーラ―強すぎですよ! 患者さんはこ

の寒さで上半身裸になるんですよ! 医
者にきて風邪ひきます」

院長	「そうかのぅ…」
師長	「家で寝るときもこんな感じですか?」
院長	「ワシはクーラーがんがん効かせた部屋で毛布にくるまって寝とる」
師長	「先生…良いもの買ってきます。試してみてください!」

師長	「先生これです、ハンディ扇風機!」
院長	「なにコレ?子どものおもちゃかい?」
師長	「違います。これでもキチンと風が来ま

す! まずはお試しあれ!」
院長	「おお! 結構涼しい!」
師長	「ボタンで強弱と 2段階調節が可能です。

ストラップで首からぶら下げたり、薄い
から胸ポケットにも入ります」

院長	「へぇ～。ワシだけ涼しいのが良い!」
師長	「そうなんです。小さいから、他の人にま

では風は届きません!」
院長	「おひとり様向きや!」

師長	「ふぅ。これで院内の温度調整問題
も解決…ン?」

院長	「ごふっ…風邪ひいてしもうた」
師長	「え?クーラー弱にしたんじゃ?」
院長	「温度設定はいつも通りに、ハン

ディ扇風機追加して寝たら…」
師長	「最初バカにしていたのに…かなり

気に入ったんですね…」
院長	「……ごふっ」

師長 	「必要かどうかは置いといて…LED
で羽が光ります!!」

院長 	「いらんやろ…」
師長 	「USBで充電可能です! 電池じゃない

ので総重量75gです」

師長 「縦置き、横置きでも使えます!」
院長「おお! しかし風力が強いと反作用で

ワシから遠ざかっていく…」
師長「ま、そこは軽すぎるゆえのご愛敬

で…」
院長「どこででも使えるし、使う人によっ

て便利さが広がりそうだのう!!」

イジMONO通信 投稿募集
診療に役立つモノ・工夫についてぜひお寄せください! 投稿は会員のほか、
会員医療機関スタッフでもOK。原稿の場合は600字以内、写真・イラスト
での投稿も大歓迎です。自分で書けるかな…という方は情報提供いただけれ
ば、編集部で記事にします。

石川県保険医協会編集部
メール ishikawa-hok@doc-net.or.jp　FAX 076（231）5156
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私
が
最
初
に
『
福
祉
マ
ッ

プ
』
を
目
に
し
た
の
は
、
金

沢
に
転
居
し
て
き
た
平
成
7

年
、
婦
人
会
（
現
女
性
会
）

の
役
員
を
し
て
い
た
姑
の
本

棚
で
し
た
。
転
居
前
は
児
童

相
談
の
仕
事
を
し
て
い
た
私

は
、
同
僚
た
ち
と
大
変
苦
労

を
し
て
分
厚
い
手
作
り
資
源

マ
ッ
プ
（
児
童
版
）
を
作
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
一

人
1
冊
、
手
元
に
置
き
相
談

業
務
に
利
用
し
ま
し
た
が
、

完
成
し
た
時
に
は
達
成
感
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
今
で
も

大
切
に
持
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
何
と
！
金
沢
に
来
て
み

る
と
、
高
齢
者
版
で
す
が
立

派
な
印
刷
物
と
し
て
主
婦
の

姑
が
持
っ
て
い
る
で
は
な
い

で
す
か
！　

金
沢
っ
て
ど
ん

な
と
こ
ろ
な
ん
だ
！
と
驚
き

ま
し
た
。

そ
の
後
、『
福
祉
マ
ッ
プ
』

の
編
集
に
関
わ
る
よ
う
に
な

り
、
な
ぜ
高
齢
者
と
医
療
の

領
域
に
限
定
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
と
の
疑
問
を
出
し
、
版

を
重
ね
る
ご
と
に
障
が
い
や

子
ど
も
分
野
の
情
報
が
増
え

て
い
き
ま
し
た
。
や
が
て
、

対
象
者
別
の
資
源
マ
ッ
プ
と

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
別
社
会
保

障
制
度
一
覧
が
登
場
し
、
ク

ラ
イ
エ
ン
ト
の
生
活
や
人
生

を
中
心
に
し
た
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
活
用
で
き
る
よ

う
工
夫
が
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
し
て
つ
い
に
、
こ
の

10
版
に
序
章
「
世
代
、
分
野

を
超
え
た
総
合
的
な
相
談
支

援
を
め
ざ
し
て
」
が
登
場
し

た
の
で
す
。
こ
の
章
は
、
縦

割
り
の
制
度
福
祉
に
地
域
福

祉
と
い
う
視
点
で
横
糸
を
通

し
、
地
域
で
暮
ら
す
ク
ラ
イ

エ
ン
ト
と
そ
の
家
族
を
包
括

的
に
支
え
て
い
く
と
き
の
社

会
資
源
の
活
用
方
法
を
3
つ

の
事
例
を
通
し
て
示
す
と
い

う
さ
さ
や
か
な
挑
戦
を
試
み

た
も
の
で
す
。
ど
の
事
例
も

制
度
の
枠
を
超
え
、
世
代
を

超
え
て
柔
ら
か
い
頭
で
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
で
き
る
人
材
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お

読
み
く
だ
さ
い
。

制
度
の
枠
を
超
え
て

第 8回

福
祉

ア
ッ
プ

『
福
祉
マ
ッ
プ
』で

寺
本

　紀
子（
社
会
福
祉
士
）

ひと目でわかる社会資源マップ
充実した医療・福祉制度解説
県内市町の福祉制度一覧
施設一覧

改訂第10版

ISBN978-4-89010-744-5

C2036 ¥2315E

定価（本体2,315円＋税）

改
訂
第
10
版

■定　価　2,500円（税込、送料別）
■体　裁　A4判、399ページ
■発行日　2019年3月11日
■発　行　石川県保険医協会

※主要書店・インターネット書店でも
　販売しています。

改訂第10版

医療、生活支援、高齢者、障害
のある人、出産・子育て支援、権
利擁護などの制度について、利用者
目線で分かりやすく編集しました。
一目で分かりやすいカラーマッ

プも充実。県内市町ごとの医療・
福祉制度の一覧や福祉関連施設
一覧も掲載しています。

出前講座ご利用ください!

『 』
「出前講座」では、医療制度、高齢者の福祉・医療、障害のある

人の福祉、生活支援のための制度など、ご希望のテーマに合わ
せて、実際に『福祉マップ』の編集に携わった編集委員等を講
師として派遣いたします。

• 講師：石川県保険医協会が作成した『福祉マップ』の編集委員等
• 経費：講師料は無料です。 交通費については、 別途相談に応じ
 ます。
 ※会場の準備・手配、 参加者募集については、 貴方にてお願いします。

石川県保険医協会 電話 076（222）5373　ＦＡＸ 076（231）5156
Ｅメール　ishikawa-hok@doc-net.or.jp

詳細・申し込みについては、保険医協会までお問い合わせください。

８月１３日（火）～８月１５日（木）

夏季休務のご案内
保険医協会事務局は、 下記の期間、 
休務いたしますので、 ご了承ください。
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ウ  混合歯列期の患者に対し歯周基本検査を実施している例が認められたの
で、歯周疾患の状態、歯年齢等により、混合歯列期歯周病検査、歯周基本
検査の必要性を十分に考慮した上で検査を選択すること。

⑵  口腔内写真検査
◦  1 、 2 歯の局所的な撮影が多いので、口腔内写真検査の撮影方法につい

ては、「歯周病の診断と治療に関する基本的な考え方」（平成30年 3 月 日
本歯科医学会）の「口腔内カラー写真」を参考とすること。（口腔内カラー
写真の検査は、正面観、左側および右側臼歯部頬側面観、口蓋側及び舌側
面観の撮影を基本とする）

⑶  顎運動関連検査
◦  診療録に記載すべき検査結果の数値について、記載が不備な例が認めら

れたので、適切に記載すること。

6.	 画像診断  　 　
⑴  歯科エックス線撮影及び歯科パノラマ断層撮影に係る所見について、診療

録への記載内容が不十分であるので写真診断に係る必要な所見を十分に記載
すること。

⑵  算定要件を満たしていない画像診断における診断料を算定している例が認
められた。歯科エックス線撮影を行った場合に、写真診断に係る必要な所見
を診療録に記載していない、又は記載が不十分。

⑶  歯科パノラマ断層撮影を行った場合に、診療録に記載すべき内容（写真診
断に係る必要な所見）について、記載が不十分。

7.	 歯周治療  　 　
⑴  「歯周病の診断と治療に関する基本的な考え方」（平成30年 3 月 日本歯科

医学会）を参照し、歯科医学的に妥当適切な歯周治療を行うこと。
⑵  診断、処置、手術等

ア  歯周病検査、画像診断の結果が診断、治療に十分活用されず、診断、治
療方針、治癒の判断及び治療計画の修正等の根拠が不明確である。

イ  歯周病にかかる症状、所見、治癒の判断、治療計画等の診療録への記載
が不十分であり、診断根拠や治療方針が不明確な例が認められたので、記
載内容の充実を図ること。

⑵  歯周基本治療
◦  歯周基本治療（スケーリング・ルートプレーニング、歯周ポケット掻爬）

の実施に当たっては、歯周病検査結果、画像診断等に基づく適確な診断に
より、適切な治療を行うこと。

⑶  歯周病患者の補綴治療
ア  歯周治療と並行して補綴治療を行った際は、治療の必要性を診療録に記

載し妥当適切に行うこと。
イ  歯周治療と並行して補綴治療（部分床義歯）を行う際は、治療開始の時

期に留意すると共に治療の必要性を診療録に記載し妥当適切に行うこと。
ウ  失活歯歯冠形成と同日に、当該歯に対して、歯周治療（歯周基本治療
（スケーリング））を実施している例が認められた。同日に行う必要性があ
る場合は、診療録にその必要性等を記載すること。

8.	 処 置 等  　 　
⑴  暫間固定

◦  エナメルボンドシステムによる暫間固定を行ったものについて、算定で
きない装着に係る費用、装着材料料を誤って算定している例が認められた。

⑵  口腔内装置
ア  止血に対して口腔内装置を用いた治療を行っている場合における症状、

所見等の診療録への記載が不十分であり、診断根拠や治療経過が不明確な
例が認められたので、記載内容の充実を図ること。

イ  口腔内装置 2 を算定すべきところ、誤って口腔内装置 1 を算定している
例が認められた。

⑶  機械的歯面清掃処置
◦  歯科衛生士が機械的歯面清掃処置を行った場合に、当該歯科衛生士の氏

名を診療録に記載していない例が認められた。

9.	 手　　術  　 　
◦  画像診断、臨床所見等から判断して歯根囊胞と認められないものに係る手

術を、歯根囊胞摘出手術「 1 　歯冠大のもの」として算定していた。

10.	麻　　酔  　 　
◦  湿潤麻酔における麻酔薬剤の使用量について、診療録への記載が不適切な

例が認められたので、適切に記載すること（例：オーラ注の使用量0.1mの
記載）。

11.	歯冠修復及び欠損補綴  　 　
⑴  補綴時診断料

ア  診療録に設計等の要点を記載する場合には、予定している欠損補綴物等
の製作に際して使用する金属名称の記載に留意すること。

イ  診療録に記載すべき内容（欠損部の状態、欠損補綴物の名称及び設計等
の要点）について、記載の不十分な例が認められたので、適切に記載する
こと。

ウ  欠損部の状態、欠損補綴物の名称及び設計についての要点を診療録に記
載せずに補綴時診断料を算定している例が認められた。

⑵  支台築造
◦  留意事項通知では「根管治療を実施した歯の歯冠部の近遠心及び唇頬舌

側歯質のうち 3 壁以上が残存しており、複合レジン（築造用）のみで築造
できる場合は、スクリューポスト（支台築造用）等を使用しなくても「 2
のロ　その他の場合」により算定できる」とされているが、歯冠部の 3 壁
が残存していないにもかかわらず、支台築造の費用を算定していた例が認
められた。

⑶  有床義歯
ア  鋳造鉤の保険医療材料について、誤って鋳造用コバルトクロム合金を金

銀パラジウム合金（金12％以上）として算定している例が認められた。
イ  バーの保険医療材料について、誤って算定している例が認められた 
（例：ニッケルクロム合金を金銀パラジウム合金（金12％以上）として算定）。

ウ  残根の状態をレントゲン等で確認し、歯科医学的に妥当な処置を行う
こと。

12.	保険外診療  　 　
◦  保険診療から保険外診療に移行した後の診療について、誤って保険請求を

行っている例が認められた。

13.	そ の 他  　 　
⑴  診療報酬請求

ア  保険医は療養担当規則等の諸規則に習熟し、適正な保険診療に努める
こと。

イ  診療報酬の請求にあたっては、審査支払機関への提出前に必ず主治医自
らが診療録と照合し、診療報酬明細書の記載事項に誤りや不備がないか確
認すること。

ウ  診療録と診療報酬明細書との間において、診療内容、部位、所定点数、
合計点数について不一致が認められたので、保険医により十分に照合及び
確認を行い適正な診療報酬の請求を行うこと。

エ  診療録と関係書類（技工指示書）において、技工物の材料について不一
致が認められたので保険医により十分に照合・確認を行うこと。

⑵  一部負担金等
ア  診療報酬の算定に誤りが認められ、一部負担金に過徴収が生じた場合

は、患者に適切に返金等の対応をすること。
イ  一部負担金の徴収について、適切に徴収していなかった例が認められ

た。徴収すべき者（知人等）から適切に徴収していなかった。
ウ  一部負担金の徴収について、過大徴収している例が認められた。

⑶  掲示事項
ア  明細書発行に関する院内掲示

①  公費負担医療の受給者で一部負担金等の支払いがない患者についても
明細書の発行を行う旨の記載がない。

②  一部負担金等の支払いがない患者に関する記載が患者からの求めが
あったときに交付するとなっている。

③  一部負担金等の支払いがない患者に関する記載が不適切であった。
④  会計窓口に明細書の交付を希望しない場合の掲示が不適切である。
⑤  会計窓口に明細書の交付を希望しない場合の記載がない。

イ  施設基準等についての掲示
①  歯科外来診療環境体制加算について、当該保険医療機関の見やすい場

所に、緊急時における連携保険医療機関との連携方法やその対応及び当
該医療機関で取り組んでいる院内感染防止対策等、歯科診療に係る医療
安全管理対策を実施している旨の院内掲示を行っていなかった。

②  届け出している施設基準を掲示していない。
③  届け出していない施設基準を掲示している。

⑷  届出事項
◦  次の届出事項について、変更が認められたので速やかに東海北陸厚生局

石川事務所に届出すること。
ア  保険医療機関の診療時間の変更
イ  保険医の異動
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1.	 診療録等  　 　
⑴  診療録

ア  診療録は保険請求の根拠であることを認識し、診療の都度、必要な事項
を遅滞なく的確に記載すること。

イ  実際に診療を担当した保険医が、診療の都度、遅滞なく的確に記載する
こと。

ウ  診療録には、保険点数が算定されない医療行為であっても診療行為順に
すべてを記載すること。

エ  複数の保険医が従事する保険医療機関においては、診療の責任の所在を
明確にするために、診療を担当した保険医は診療録を記載した後、署名又
は記名押印すること。

オ  パーソナルコンピュータ等電子機器により作成した診療録の記載方法、
記載内容に次の例が認められたので改めること。
◦  複数の保険医が従事する保険医療機関において、診療を行った保険医

の署名又は記名押印がない（署名・記名無く押印のみ）。
カ  診療録第 1 面（療養担当規則様式第一号（二）の 1 ）について、記載内

容が不備な例が認められた。
①  傷病名に係る記載が的確に行われていない例が認められたので的確に

記載するよう改めること。
②  傷病名、終了年月日、転帰の記載がない、または不適切・不十分な例

が認められた。
③  歯科医学的に診断根拠のないいわゆるレセプト病名が認められた。
④  傷病名および主訴について記載が不十分。
⑤  傷病名がP、Pul、Perの略称病名で病態に係る記載がない。
⑥  傷病名にP 2 、C 2 が多数見受けられるので、患者の状態に応じた病

名を記載すること。
⑦  部位（歯式）の記載が不適切な例が認められた。

キ  診療録第 2 面（療養担当規則様式第一号（二）の 2 ）の記載内容が不備
な例が認められた。
①  症状、所見、処置内容、指導内容、検査結果、画像診断所見、医学管

理等の内容、診療方針、連合印象の材料名の記載内容がない、または不
十分。

②  点数について、一部記載がなかった。
ク  診療録の記載方法、記載内容に次の例が認められたので改めること。

①  判読困難な記載。
②  独自の略称を使用していた。
③  診療録第 1 面への傷病名の鉛筆による記載。
④  二本線で抹消せず塗りつぶしによる訂正。
⑤  診療行為の手順と異なった記載。

ケ  略称を使用するに当たっては、「歯科の診療録及び診療報酬明細書に使
用できる略称について（平成30年 3 月20日保医発0320第 6 号）」を参照し
適切に記載すること（独自の略称を使用していた。例：慢Per、CFCT（印
象材料名））。

⑵  歯科技工指示書等
◦  歯科技工指示書等の一部について、保存義務のある 3 年以内で破棄して

いる例が認められたので、適切に整理・保管すること。

2.	 基本診療料等  　 　
◦  初再診料

ア  診療が継続していると推定される場合に対して歯科初診料を誤って算定
している不適切な例が認められた。

イ  歯科診療特別対応加算
①  当該加算を算定した日において、著しく歯科診療が困難な者に該当し

ていない患者に対して歯科診療特別対応加算を算定している。
②  歯科診療特別対応加算は「著しく歯科診療が困難な者」として留意事

項通知に示されている状態の患者に対して算定するものであり同加算を
算定した場合は算定した日における患者の状態について、診療録へ適切
に記載すること。

3.	 医学管理等  　 　
⑴  歯科疾患管理料

ア  留意事項通知に示されている管理計画に係る各項目の記載について、記
載内容が乏しいので患者個々の状態に応じた内容を十分に記載するよう改
めること。

イ  診療録に記載すべき 1 回目の管理計画について、記載の不十分な例が認
められたので、個々の症例に応じて適切に記載すること。
①  患者の歯科治療及び口腔管理を行う上で必要な基本状況（全身の状

態、基礎疾患の有無、服薬状況）
②  患者の歯科疾患と関連性のある生活習慣の状況及び患者の基本状況
（全身の状態等）

③  生活習慣の改善目標
④  必要に応じて実施した検査結果等の要点
⑤  歯科疾患と全身の健康との関係

ウ  歯科疾患管理料を算定した月に、診療録に記載すべき管理に係る要点に
ついて、記載の不十分な例が認められたので、適切に記載すること。

エ  特に 2 回目以降について、診療録に記載すべき管理に係る要点の記載が
不十分な例が認められたので、適切に記載すること。

オ  文書提供加算に係る提供文書に記載すべき内容について、記載の不十分
な例が認められたので、個々の症例に応じて適切に記載すること。
①  患者の基本状況（全身の状態・基礎疾患の有無、服薬状況）
②  治療方針の概要等

⑵  歯科衛生実地指導料 1
ア  診療録に記載すべき内容（歯科衛生士に行った指示内容等の要点）につ

いて、記載の不十分な例が認められたので、個々の症例応じて適切に記載
すること。

イ  患者への歯科衛生実地指導に関する旨の内容を文書で提供する際は、必
要事項を適切に記載の上、交付すること。

ウ  情報提供文書に記載すべき内容（指導等の内容、口腔衛生状態（う蝕又
は歯周病に罹患している患者はプラークの付着状況を含む））について、
記載の不十分な例が認められたので、適切に記載すること。

エ  情報提供文書に記載すべき実地指導を行った時間について、画一的に記
載している例が認められたので、実際に沿った適切な実施時刻（開始時刻
と終了時刻）を記載すること。

⑶  歯周病患者画像活用指導料
◦  プラークコントロールの動機付けを目的とした歯周疾患の状態を示す写

真撮影を行っていない。
⑷  新製有床義歯管理料

◦  患者に提供した有床義歯の管理に係る情報を記載した文書について、欠
損の状態及び指導内容の要点を適切に記載するよう改めること。

4.	 在宅医療  　 　
◦  歯科訪問診療料

ア  診療録に記載すべき内容（患者の病状に基づいた訪問診療計画の要点）
について、記載の不十分な例が認められたので、個々の症例に応じて適切
に記載すること。

イ  歯科訪問診療の際の患者の状態等（急変時の対応の要点を含む）につい
て、記載の不十分な例が認められたので、個々の症例に応じて適切に記載
すること。

ウ  歯科訪問診療時における診療録及び診療報酬明細書への訪問診療時刻は
処置内容に応じた時刻を適切に記載すること。

5.	 検　　査  　 　
⑴  歯周病検査（歯周基本検査）

ア  歯周基本検査について、検査結果の判断基準が不明確かつ画一的である
ので、患者の個々の状態に応じた検査結果を適切な判断の下、検査結果記
録を適切に記載すること。

イ  歯周基本検査は歯周病の診断に必要な検査であることから、 1 口腔単位
で実施することに留意し適切に行うこと。

平成30年度個別指導における主な指摘事項＜歯科＞
○	 石川県保険医協会が行政文書情報開示請求により、東海北陸厚生局石川事務所から入手した個別指導における指摘事項を以下に掲載する。
なお、開示されたオリジナルの文書は指導対象医療機関ごとに指摘事項を列記したものであるが、以下ではその内容を点数表の項目ごとに保
険医協会で再整理したものである。

○		 本号では紙面の都合で「歯科個別指導の指摘事項」を掲載した。来月号以降には「医科個別指導の指摘事項」「施設基準に係る適時調査の
指摘事項」を順に掲載する予定である。
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として挙げているのは、①においては、総論として「院内での労務管理や労働
環境の改善のマネジメントシステム」を指摘したうえで、個別の取り組みとし
ては、「タスク・シフティングの推進」「人員配置の合理化」「チーム医療・複
数主治医制等の推進」「書類作成・研修要件等の合理化」に関するこの間の診
療報酬上の対応を整理しており、今後の改定の行方を考えるうえで注目され
る。②については、特に、「救急医療や小児・周産期領域」に言及している点
を指摘しておきたい。

<厚労省が示した論点>（中医協資料抜粋）

1   医療機関内での取組み
•  医療機関の、院内での労務管理や労働環境の改善のマネジメントシス

テムのあり方についてどう考えるか。また、これまで診療報酬で対応し
ている、勤務環境改善に資する取組みや、算定の要件として求めている
業務内容について、働き方改革の方向性や医療の質を確保する観点等を
踏まえながら、どう考えるか。

2   地域全体での取組み
•  これまで救急医療や小児・周産期領域等で評価している、診療所で行

う救急患者への診療や、病院での手厚い体制に対する評価について、働
き方改革の方向性や、質の高い医療を確保する観点等を踏まえながら、
どう考えるか。

<科学的な根拠に基づく医療技術の評価の在り方について>（6月12日中医協）
<医療におけるICTの利活用について>（6月12日中医協）

この日は、「医療技術の評価の在り方」と「ICTの利活用」の 2 本のテーマ
が取り上げられた。

医療技術評価については、さらに次の 3 つの区分 ─ ①新技術の保険適用の
評価、②既収載技術の評価、③良質なエビデンスの創出 ─ で、それぞれ論点
整理されている。①については、革新的で高額な新規技術（例えばロボット支
援下内視鏡手術）の評価における課題（既存の技術と同程度の有効性・安全性
であれば、既存技術と同じ評価となるという課題）が俎上に挙げられている。
②に関連しては、「既存技術の再評価」「指針・ガイドライン」「新たな知見の
蓄積・技術の普及」という観点からそれぞれ論点を整理している。③について
は、保険収載後のデータ・エビデンスの集積について課題が整理されている。

ICTの利活用については、その中心課題は「オンライン診療の更なる評価」
である。今回の提案資料で注目されるのは、「離島・へき地等の医療資源の少
ない地域における利活用と、それ以外の利活用を分けて、必要な整理を行う」
旨の論点の提起である。

<科学的な根拠に基づく医療技術の評価の在り方>
<厚労省が示した論点>（中医協資料抜粋）

1   新たな技術を保険適用する際の評価の在り方
•  医療技術評価分科会において、既存の技術と同等程度の有効性及び安

全性があるとされた医療技術については、平成30年度診療報酬改定の考
え方と同様に、今後も診療報酬上においては同等の評価として保険適用
を行うことについて、どう考えるか。

2   既に保険収載している技術の評価の在り方
⑴  既存技術の再評価について

•  既に保険収載されている医療技術については、診療報酬改定時にそ
の時点で得られているエビデンスを基に、診療報酬点数や要件（適用
範囲、施設要件等）を再評価することとなる。

•  新たなエビデンスを医療技術評価分科会で評価するにあたり、必要
に応じて、中立的な立場から行われた専門的な評価を活用するなどの
方策を検討してはどうか。

⑵  指針、ガイドラインについて
•  保険収載されている医療技術の有効性及び安全性を確保する観点か

ら、算定留意事項や施設基準等で言及している指針やガイドライン等
については、関連学会等の協力の下、更新時期や新たな知見が反映さ
れているか等の現状把握が必要ではないか。

⑶  新たな知見の蓄積や検査法の普及について
•  既に保険収載されている医療技術については、医療の質の向上及び

診療報酬点数表の簡素化等の観点から、新規技術の開発や新たな知見

  の集積等に伴い、評価を見直すことについてどう考えるか。
•  例えば、より精度の高い検査法が普及したため臨床的有用性が低下

した検査の評価について、どう評価するのが適当か。
•  また、臨床上実施されていない医療技術・検査や、ガイドラインで

の取り扱いが変更となった医療技術については、学会からの報告等を
もとに、分科会での検討も踏まえ、項目の見直しや削除を行うことに
ついてどう考えるか。

3   良質なエビデンスを創出するための環境整備の在り方
•  先進的な医療技術であって、保険収載時にエビデンスが必ずしも十分

でないとされるものについては、保険収載後にデータやエビデンスを集
積し、その有効性や安全性を確認するため、レジストリへの登録を算定
要件とする等の対応を行うことについてどう考えるか。

<医療におけるICTの利活用>
<厚労省が示した論点>（中医協資料抜粋）

•  オンライン診療は、対面診療と補完的に組み合わせることで、医療の質
の向上に資するものについて、普及状況の検証結果等を踏まえ、診療報酬
上の対応を検討してはどうか。なお、現在、オンライン診療の適切な実施
に関する指針について、改訂の検討が行われているところ

•  遠隔医療における、個別の領域の利活用については、今後、学会からの
提案等、医療の質に係るエビデンス等を踏まえて、評価を検討してはど
うか。

•  上記の検討にあたっては、オンライン診療の特性に鑑み、離島・へき地
等の医療資源の少ない地域における利活用と、それ以外の利活用を分け
て、必要な整理を行ってはどうか。

•  情報共有・連携における利活用については、柔軟な働き方や、業務の効
率化にも資するものとして、適切な活用を妨げないよう、必要な対応を検
討してはどうか。

<医薬品・医療機器の効率的かつ有効・安全な使用・利用について>（6月26
日中医協）

この日は、医薬品や医療機器に係る診療報酬上の課題が提起されている。
医薬品については、この間の診療報酬改定で「対応」してきた論点 ─ 「重複

投薬、ポリファーマシー、残薬への対応」「後発医薬品の使用促進」「長期処方
時の適正使用、向精神薬の長期処方への対応」「薬剤耐性への対応」 ─ を踏襲
した課題も多いが、新たな論点としては、「革新的な新規作用機序を持つ医薬
品等への対応」「バイオ後続品の現状」「フォーミュラリーの現状」などが挙げ
られており、これらの診療報酬における対応として今後何を提起するのか注目
される。

医療機器については、CTやMRIの設置台数の各国比較により改めて日本の
普及率の高さを指摘し、また、この間の設置台数の増加傾向についても指摘し
たうえで、「効率的な」医療機器の利用を推進する立場から、医療機器の「共
同利用」により重きを置く評価が提起されている。また、日本の医療被ばくの
現状を踏まえて、CTやMRIより低侵襲である超音波検査について、その高度
化・多様化を踏まえた評価の必要性に言及している点が注目される。

<厚労省が示した論点>（中医協資料抜粋）

1   医薬品の効率的かつ有効・安全な使用について
•  重複投薬、ポリファーマシー、残薬への対応、バイオ後続品を含む後

発医薬品の使用促進、長期処方時の適正使用、薬剤耐性（AMR）への
対応等、医薬品の効率的かつ安全で有効な使用等について、これまでの
診療報酬上の対応やその他最近の状況を踏まえ、どのように考えるか。

2   医療機器の効率的かつ有効・安全な利用について
•  CTやMRI、ポジトロン断層撮影にかかる共同利用の実態を踏まえ、

医療機器の効率的な利用をさらに推進する観点から、どのような対応が
考えられるか。

•  画像検査を有効かつ安全に実施する観点から、ガイドライン等に基づ
く画像検査の実施をさらに推進していくために、どのような対応が考え
られるか。

•  超音波検査について、高度化及び多様化が進む中、その評価をどのよ
うに考えるか。
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本号では夏までの「第 1 ラウンドの議論」のうち、前回までに紹介した「年
代別の課題整理」に引き続き進められている「政策課題別の総論的検討」を取
り上げる。なお、議論は月 2 回のペースで精力的に行われており、各テーマの
論点も膨大な量となっている。そのため、紙幅の都合で厚労省が示す「現状と
課題」の部分は、会員医療機関に密接に関連する「かかりつけ医機能の評価」
に関連したもののみを掲載し、それ以外のテーマについては「論点」として示
された部分のみの掲載にとどまっていることをご容赦いただきたい。

本号では締め切りの関係で 6 月開催分までの論点を取り上げることができた
が、今後、論点整理の対象として予定されているのは、「地域づくり・まちづ
くりにおける医療の在り方について」（地域における入院医療体制の機能分化・
連携など）、「介護・障害福祉サービス等と医療との連携の在り方について」、「診
療報酬に係る事務の効率化・合理化及び診療報酬の情報の利活用等を見据えた
対応について」などである。これらのテーマのもとで示された論点について
は、来月号以降で随時紹介していく。

<患者・国民に身近な医療の在り方について>（5月15日中医協）
この日から来年の改定に向けた政策課題別総論の議論がスタートした。最初

に取り上げられたのは、いわゆる「かかりつけ医」に対する評価である。俎上
にあげられたテーマは、①患者・国民から見た医療、②かかりつけ医機能等の
あり方、③患者への情報提供・相談支援のあり方 ─ の 3 つに整理されている。
①については紹介状なしで大病院に受診した際の患者定額負担の効果（患者の
減少）を強調していることが注目される。②については、未だ具体的な提起は
示されていないが、「かかりつけ医」については「専門医との連携や多職種と
の連携等の評価」を、「かかりつけ歯科医」については「口腔疾患の重症化予
防のための継続的な管理を通じた地域住民の健康の維持・増進」を、かかりつ
け薬剤師については「現在の普及状況や複数の薬局を利用する患者の存在」を、
それぞれ論点として提示していることに留意が必要である。

<厚労省が示した現状と課題>（中医協資料抜粋）

かかりつけ医機能等の在り方について
1   かかりつけ医機能について

⑴  平成30年度検証調査における、かかりつけ医に関する患者及び施設の
認識は以下のとおり
•  かかりつけ医を決めているのは、初診患者の 5 〜 6 割、再診患者の

9 割
•  患者がかかりつけ医に求める役割のうち多いのは「どんな病気でも

まずは相談に乗ってくれる」、次いで「必要時に専門医、専門医療機
関に紹介してくれる」

•  施設が有すると考えているかかりつけ医機能のうち多いのは「必要
時に専門医、専門医療機関に紹介する」、次いで「要介護認定に関す
る主治医意見書を作成する」「生活習慣病の予防を含めた健康な生活
のための助言や指導を行う」

⑵  医療機関のかかり方について、「最初に決まった医師を受診し、その
医師の判断で、必要に応じて病院等の専門医療機関を受診する」という
意見に「賛成」「どちらかといえば賛成」と回答した人は約 5 割を占めた。

⑶  医療機関間の適切な役割分担を図る観点から、平成30年度診療報酬改
定において、かかりつけ医機能に関連する以下の評価等を充実
•  かかりつけ医機能を有する医療機関における初診機能
•  地域包括診療料等の施設基準の緩和

2   かかりつけ歯科医機能について
⑴  直近で受療した歯科医師・歯科医院を選んだ理由は、「かかりつけの

歯科医だから」が最も多く、約46％であった。
⑵  かかりつけ歯科医がいる者の割合は約63％であった。
⑶  かかりつけ歯科医の機能として、口腔疾患の重症化予防のための継続

的な管理を通じて、地域住民の健康の維持・増進に寄与すること等が挙
げられる。

⑷  平成30年度診療報酬改定において、かかりつけ歯科医機能強化型歯科

 診療所の施設基準にかかる要件の見直しを行った。
3   かかりつけ薬剤師・薬局機能について

⑴  「薬機法等制度改正に関するとりまとめ」において、医薬分業の現状、
今後のあり方等がまとめられている。

⑵  かかりつけ薬剤師は、日頃から患者と継続的に関わることで信頼関係
を構築し、薬に関していつでも気軽に相談できる薬剤師。服薬情報の一
元的・継続的把握とそれに基づく薬学的管理・指導、医療機関との連携
等が期待されている。

⑶  患者が薬局を選ぶ上で考慮する理由として、医療機関から近いことを
挙げる割合は全年代を通じて多い。ただし、年齢があがるにつれて、信
頼できる薬剤師の存在等を挙げる割合が増える。

⑷  受診する医療機関が増えるほど、来局する薬局数も増える傾向にあ
る。 3 箇所以上の薬局に来局する患者もいる。

⑸  かかりつけ薬剤師指導料の算定実績は全体の約1.5％程度で、算定回
数は最近は横ばい

⑹  かかりつけ薬剤師を持つ患者では、①残薬整理、②検査値の活用、③
調剤後の電話での状況確認、④時間内/時間外を問わない相談について、

「受けたことがある」、又は「受けたことがないが今後受けてみたい」と
回答したのは 7 割〜 8 割程度

⑺  かかりつけ薬剤師では、処方医への疑義照会や重複投薬防止の取組の
割合が通常よりも高いというデータがある。

⑻  お薬手帳を持っていくと患者負担が少なくなることを約 7 割の患者が
知っており、 6 ヶ月以内に薬局を再来局した患者では、約 7 割がお薬手
帳を持参していた。

<厚労省が示した論点>（中医協資料抜粋）

1   患者・国民から見た医療について
•  医療機関の機能の分担及び業務の連携の更なる推進のため、紹介状な

しの大病院受診時の定額負担の在り方について、どのように考えるか。
2   かかりつけ医機能等の在り方について

•  医療機関間の適切な役割分担を図るため、患者・国民が求める役割等
を踏まえたかかりつけ医機能の在り方について、どのように考えるか。

•  かかりつけ医機能の評価について、これまでの診療報酬改定における
対応を踏まえ、専門医との連携や他職種との連携等を含め、どのように
考えるか。

•  かかりつけ歯科医機能の評価について、口腔疾患の重症化予防のため
の継続的な管理を通じた地域住民の健康の維持・増進を図る観点から、
これまでの診療報酬改定における対応を踏まえ、どのように考えるか。

•  かかりつけ薬剤師・薬局の推進について、現在の普及状況や複数の
薬局を利用する患者が一定数いることなどを踏まえ、どのように考え
るか。

3   患者にとって必要な情報提供や相談支援等の在り方について
•  患者・国民に対する、医療機関等の選択を適切に行うために必要な情

報提供や、受けた医療の内容に関する情報提供の在り方について、どの
ように考えるか。

•  患者等からの相談に幅広く対応し、患者・国民が、それぞれの実情に
応じて、住み慣れた地域で継続して生活できるような相談・支援の在り
方について、どのように考えるか。

•  医療安全対策の評価に関して、平成30年度診療報酬改定における見直
しを踏まえ、どのように考えるか。

<働き方改革と医療の在り方について>（5月29日中医協）
いわゆる「働き方改革」に関連して労働法制が見直され、医師についても労

働時間の上限規制が一定の猶予ののち適用となるが、これに関連した診療報酬
上の課題が、この日の中医協のテーマとなった。論点は、①医療機関内での取
組みと、②地域全体での取組み ─ とに分けて整理されている。厚労省が課題

2020年度診療報酬改定に向けた
　　　政策課題ごとの総論的検討が進む速報 中・医・協・資・料
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親
族
以
外
の
後
見
人
は
７
割
以
上

今
回
の
取
材
先
は
「
成
年
後

見
制
度
連
絡
協
議
会
」
で
す
。

７
月
11
日
（
木
）
に
石
川
県
司

法
書
士
会
館
に
お
邪
魔
し
ま
し

た
。
成
年
後
見
制
度
は
会
員
の

先
生
方
は
ご
存
知
の
方
も
多
い

と
思
わ
れ
ま
す
が
、「
成
年
後

見
制
度
連
絡
協
議
会
」
は
初
耳

の
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
。

今
回
は
「
成
年
後
見
制
度
連
絡

協
議
会
」
か
ら
14
人
の
方
が
、

保
険
医
協
会
か
ら
６
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
た
く
さ

ん
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
同
時
に

取
材
す
る
の
は
初
め
て
で
し

た
。
成
年
後
見
を
行
っ
て
い
る

特
定
の
職
種
へ
の
取
材
で
は
な

く
「
成
年
後
見
制
度
連
絡
協
議

会
」
を
取
材
対
象
に
す
る
と
い

う
こ
と
で
取
材
内
容
が
深
ま
っ

た
と
感
じ
ま
し
た
。

成
年
後
見
制
度
は
民
法
の
改

正
と
い
う
形
で
（
民
法
で
制
度

化
し
た
の
が
実
情
に
マ
ッ
チ
し

て
い
た
の
か
?
と
の
コ
メ
ン

ト
も
懇
談
中
出
て
い
ま
し
た

が
）、
２
０
０
０
年
４
月
に
介

護
保
険
法
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ

で
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
旧
法
か

ら
の
主
な
変
更
点
は
、
①
任
意

後
見
制
度
が
新
設
さ
れ
本
人
に

判
断
能
力
の
あ
る
間
に
後
見
人

を
選
出
し
、
後
見
内
容
を
自

己
決
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
、
②
よ
り
障
害
の
軽
い
人
を

対
象
に
し
た
補
助
と
い
う
類
型

が
追
加
さ
れ
た
、
③
後
見
開
始

申
立
権
者
に
市
区
町
村
長
が
加

わ
っ
て
、
親
族
が
い
な
い
人
も

利
用
可
能
に
な
っ
た
、
④
家
庭

裁
判
所
（
以
下
、
家
裁
）
が
事

案
ご
と
に
最
も
適
し
た
人
を
後

見
人
に
選
任
す
る
よ
う
に
な
っ

た
、
⑤
被
後
見
人
の
意
思
を
尊

重
す
る
こ
と
な
ど
の
身
上
配
慮

義
務
が
明
文
化
さ
れ
た
こ
と
で

す
。
後
見
人
に
な
る
た
め
の
特

定
の
資
格
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
専
門
性
を
問
わ
れ
る
こ
と

も
多
い
た
め
、
専
門
職
が
関

わ
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
で
は
親
族
以
外
の

後
見
人
が
73
・
８
％
に
な
っ
て

い
ま
す
。
専
門
職
の
内
訳
は
受

任
件
数
の
多
い
順
で
司
法
書

士
、
弁
護
士
、
社
会
福
祉
士
な

ど
で
す
。

専
門
職
の
課
題
解
決
の
た
め

「
成
年
後
見
制
度
連
絡
協
議

会
」
は
後
見
制
度
に
関
わ
る
専

門
職
が
後
見
業
務
の
課
題
を
ス

ム
ー
ズ
に
解
決
す
る
た
め
の
組

織
で
す
。
後
見
人
に
な
り
う
る

専
門
職
の
集
ま
り
が
必
要
と
し

て
、
２
０
０
３
年
に
家
裁
の
場

を
借
り
て
、
金
沢
弁
護
士
会
、

石
川
県
司
法
書
士
会
、
石
川
県

社
会
福
祉
士
会
の
３
団
体
が
集

結
し
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

現
在
、
金
沢
弁
護
士
会
、
石
川

県
司
法
書
士
会
（
公
益
社
団
法

人
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー

ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
石
川
県
支
部
）、

一
般
社
団
法
人
石
川
県
社
会
福

祉
士
会
（
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

ぱ
あ
と
な
あ
石
川
）、
北
陸
税

理
士
会
金
沢
支
部
、
石
川
県
行

政
書
士
会
（
一
般
社
団
法
人
コ

ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
石
川
県
支
部
）、
社
会

保
険
労
務
士
会
（
一
般
社
団
法

人
社
労
士
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

石
川
）、
法
人
で
成
年
後
見
業

務
を
行
っ
て
い
る
金
沢
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
７
団
体
が
加
盟

し
て
い
ま
す
。

各
団
体
の
後
見
業
務
に
お
け

る
特
徴
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

し
た
。
①
弁
護
士
会
は
、
紛
争

性
の
高
い
事
案
、
親
族
間
対
立

の
あ
る
よ
う
な
例
を
受
任
。
②

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
（
司
法
書

士
）
は
法
律
問
題
や
登
記
が
ら

み
の
事
案
を
受
任
し
、
団
体
独

自
の
監
査
・
指
導
体
制
を
設
け

て
い
る
。
③
ぱ
あ
と
な
あ
石

川
（
社
会
福
祉
士
）
は
、
施
設

入
所
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要

な
例
の
身
上
監
護
や
財
産
管
理

の
依
頼
が
多
く
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
の
原
点
と
し
て
本
人
と

月
一
回
面
談
し
て
い
る
。
④
税

理
士
は
確
定
申
告
や
相
続
税
な

ど
を
含
め
た
財
産
管
理
を
重
点

的
に
行
っ
て
い
る
。
⑤
コ
ス
モ

ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
行
政
書
士
）
は
、
特
徴

が
な
い
の
が
特
徴
で
、
他
が
受

け
な
か
っ
た
案
件
の
依
頼
が
家

裁
か
ら
多
く
届
き
、
成
年
後
見

制
度
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

思
っ
て
い
る
。
⑥
社
会
保
険
労

務
士
は
一
番
後
発
と
の
こ
と
。

年
金
が
き
ち
ん
と
支
給
さ
れ
て

い
る
か
を
判
断
し
て
お
り
、
年

に
４
回
年
金
無
料
相
談
も
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
税

理
士
会
・
行
政
書
士
会
・
社
会

保
険
労
務
士
会
に
と
っ
て
成
年

後
見
は
本
来
業
務
で
は
な
い

が
、
社
会
貢
献
と
し
て
行
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
。
各
団

体
は
会
員
の
活
動
や
後
見
対
応

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
能
を
持
っ

て
い
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト・デ
メ
リ
ッ
ト
の
理
解

後
見
業
務
に
お
い
て
困
難
な

点
は
?
と
の
質
問
に
対
し
て
、

被
後
見
人
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の
理
解
が
重

要
で
、
銀
行
や
生
命
保
険
会
社

か
ら
利
用
を
す
す
め
ら
れ
た
場

合
に
「
後
見
人
に
通
帳
を
預
け

る
こ
と
に
な
る
な
ん
て
、
こ
ん

な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
」
と
後

見
人
と
被
後
見
人
と
の
間
に
齟

齬
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
信
頼
関
係
の
醸

成
が
肝
で
あ
り
、
困
難
な
点
で

も
あ
り
ま
す
。
取
材
班
か
ら
過

疎
地
の
能
登
で
の
利
用
状
況
は

ど
う
か
と
質
問
が
あ
り
、
需
要

は
あ
る
が
受
任
で
き
る
会
員
が

少
な
い
と
の
返
事
で
し
た
。
ま

た
、
知
的
障
害
や
精
神
障
害
の

場
合
の
後
見
で
は
、
本
人
の
意

思
と
実
際
に
で
き
る
こ
と
と
の

調
整
に
時
間
を
要
す
る
場
面
が

多
く
な
る
こ
と
が
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

今
後
の
成
年
後
見
制
度
に
必

要
な
こ
と
と
し
て
、
費
用
の
緩

和
、
報
酬
助
成
、
意
思
決
定
支

援
、
医
療
同
意
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。
財
源
を
伴
う
改
善

が
必
要
で
、
そ
れ
が
ネ
ッ
ク
に

も
成
功
の
鍵
に
も
な
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
ま
た
、
家
裁
提
出

用
の
診
断
書
の
様
式
が
新
し
く

な
り
、
生
活
情
報
シ
ー
ト
も
添

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
の
た
め
の
診
断

は
生
活
面
を
見
な
く
て
は
正
し

く
で
き
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ

り
、
医
師
と
し
て
生
活
面
を

し
っ
か
り
把
握
し
た
診
断
に
心

が
け
た
い
も
の
で
す
。

医療 福祉の

《第13回》

成
年
後
見
制
度
連
絡
協
議
会

後
見
業
務
に
携
わ
る

 

専
門
職

エキスパート
訪問

【
訪
問
先
】成
年
後
見
制
度
連
絡
協
議
会

【
取

　材
】 医
療
福
祉
部
取
材
班

7団体より、司法書士、弁護士、社会福祉士などの専門職14人
に取材させていただいた（7月11日・石川県司法書士会館）

○会　員：1冊　2,000円（税・送料込み）
○会員外：1冊　3,000円（税・送料込み）
※在庫が無くなり次第終了させていただきます。

会員の先生には1冊無料でお送りしました。

石川県保険医協会  医療福祉部
TEL 076-222-5373　FAX 076-231-5156

医療連携に役立つ１冊！
県内病院の各科担当医師・連携窓口
外来診療時間・外来担当者
設備・特殊検査　などを掲載

✓

✓

✓

7月10日発刊

2019
年度版

ただいま

追加申し込み
受付中！

病院マップ

講　　師

と　　き

顎関節症の最新の
考え方と治療法

島田 淳 氏
（グリーンデンタルクリニック理事長）

午前９時半～午後０時半
2019年9月29日（日） 

場 　 所 ホテル金沢
　４階エメラルド

対　　象 会員および会員医療機関の
スタッフ（定員100人）

参 加 費 無料

歯 科 学 術 講 演 会

主催：石川県保険医協会

※詳しくは同封の案内チラシをご覧ください。

─世界標準的視点から──世界標準的視点から─
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運
命
を
知
り

自
暴
自
棄
に

古
込
和
宏
さ
ん
が
、
医
王
病

院
に
入
院
し
た
の
は
ピ
ン
ク
レ

デ
ィ
ー
が
一
世
を
風
靡
し
て
い

た
昭
和
53
年
、
小
学
２
年
の
時

で
あ
る
。
前
年
の
遠
足
は
す
で

に
担
任
に
背
負
わ
れ
て
参
加
し

て
お
り
、
当
時
の
イ
ン
フ
ラ
で

は
彼
が
地
域
で
学
ぶ
こ
と
は
も

は
や
困
難
に
な
っ
て
い
た
。
彼

は
治
癒
を
疑
わ
な
か
っ
た
の

で
、
弟
が
餞
別
に
差
し
出
し
た

玩
具
も
受
け
取
ら
ず
、
退
院
し

た
時
に
困
ら
ぬ
よ
う
に
と
入
院

後
は
毎
晩
布
団
の
中
で
同
級
生

全
員
の
名
前
を
諳
ん
じ
、
自
宅

周
辺
の
地
理
を
確
認
し
て
か
ら

眠
り
に
つ
く
こ
と
を
習
慣
に
し

て
い
た
。

そ
こ
に
は
彼
が
後
に
“
兄
弟

た
ち
”
と
呼
ぶD

uchenne

の

戦
士
た
ち
が
い
た
。
家
族
と
離

れ
夜
に
な
る
と
寂
し
が
る
幼
い

患
者
を
先
輩
患
者
た
ち
が
慰

め
宥
め
て
い
た
。
聡
明
な
彼

が
、
物
言
わ
ぬ
人
と
な
っ
て
退

院
し
て
い
く
そ
の
先
輩
た
ち
の

姿
を
見
て
、
自
分
の
運
命
を
知

る
ま
で
に
時
間
は
か
か
ら
な

か
っ
た
。
そ
こ
は
学
校
も
隣
接

し
、
入
院
し
な
が
ら
学
べ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
彼
は

勉
強
し
て
将
来
の
た
め
に
備
え

る
と
い
う
こ
と
に
全
く
意
味
を

見
出
せ
な
く
な
っ
た
。
囲
碁
だ

け
が
退
屈
を
持
て
余
し
て
い
る

彼
の
心
の
隙
間
を
埋
め
た
よ
う

だ
。
ま
も
な
く
彼
は
頭
角
を
現

し
、
中
学
・
高
校
で
県
代
表
の

打
ち
手
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な

み
にD

uchenne

型
筋
ジ
ス
ト

ロ
フ
ィ
ー
は
10
歳
前
後
で
歩
行

が
完
全
に
不
能
と
な
り
、
10
代

後
半
で
座
位
保
持
も
困
難
と
な

り
、
早
い
場
合
に
は
呼
吸
管
理

が
必
要
と
な
る
。

自
暴
自
棄
に
な
っ
て
い
く
彼

に
、
担
任
は
「
将
来
の
こ
と
を

真
剣
に
考
え
ろ
よ
」
と
叱
っ
た

そ
う
だ
。
こ
の
疾
患
の
平
均
寿

命
が
20
歳
頃
と
思
わ
れ
て
い
た

時
代
に
こ
の
台
詞
を
言
っ
た
先

生
も
立
派
な
も
の
で
あ
る
が
、

思
春
期
の
彼
は
「
ぶ
ん
殴
っ
て

や
ろ
う
か
」
と
思
っ
た
そ
う
で

あ
る
。
３
〜
４
年
前
、「
先
生
、

あ
な
た
の
言
葉
は
正
し
か
っ
た

よ
」
と
彼
が
回
想
し
て
い
る
の

を
見
か
け
た
。
自
分
よ
り
も
先

に
若
く
し
て
亡
く
な
る
生
徒
を

指
導
す
る
教
師
の
気
持
ち
を
考

え
る
と
辛
い
が
、
彼
の
生
き
た

軌
跡
を
振
り
返
る
と
教
育
の
偉

大
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

石
を
捨
て
囲
碁
の
師
匠
に
門

前
払
い
を
食
ら
わ
せ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
30
年
を
経
て
こ
の
時

の
指
導
者
の
一
人
が
存
命
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
、
再
会
の
仲

介
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
謝

罪
を
す
る
彼
に
師
匠
は
「
そ
ん

な
こ
と
は
覚
え
て
い
な
い
。
お

互
い
生
き
て
い
る
だ
け
で
嬉
し

い
」
と
答
え
て
い
る
。
80
代
に

な
っ
た
師
匠
も
大
病
か
ら
生
還

し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

転
機
は
40
歳
の

誕
生
日
の
２
日
前

本
人
曰
く
「
真
剣
に
考
え

ず
」、
約
30
年
間
と
い
う
入
院

の
日
々
を
送
っ
て
き
た
彼
に
転

機
が
訪
れ
た
の
は
、
40
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
る
２
日
前
で
あ
っ

た
。
急
性
腹
症
の
た
め
開
腹
手

術
と
な
り
、
術
後
心
停
止
を
来

た
し
た
の
で
あ
る
。
蘇
生
さ
れ

た
が
気
管
切
開
と
な
り
声
を

失
っ
た
彼
は
、
ケ
ア
を
拒
否
し

希
死
念
慮
さ
え
も
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
気
管
切
開
孔
を
閉
じ

声
を
取
り
戻
し
「
何
で
死
ね
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
」
か
ら
「
あ

の
時
、
悪
魔
と
契
約
し
て
き

た
」
と
軽
口
を
叩
け
る
よ
う
に

な
る
ま
で
は
１
年
は
必
要
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

今
か
ら
30
年
以
上
昔
の
筋
ジ

ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
病
棟
で
は
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
も
盛
ん
で
あ
っ
た

と
聞
く
。
入
院
か
ら
30
年
経
っ

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
時
代
に
な
っ
て
い

た
。“
伝
の
心
”
を
操
作
し
て

い
る
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
患
者
を
見
て

も
、
ヒ
ト
は
誰
か
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
ト
を
し
た
い
の
だ
と
つ
く

づ
く
思
う
。
鋭
敏
な
彼
は
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
し
て
在
宅
療
養
の
可
能

性
を
模
索
し
は
じ
め
た
。
わ
ず

か
に
筋
力
が
残
っ
た
口
に
棒
を

咥
え
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
に
文
字

を
綴
っ
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ

が
当
時
、
石
川
県
で
は
24
時
間

の
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
受
給

を
認
め
た
例
は
な
か
っ
た
。
彼

は
こ
れ
を
求
め
て
日
本
全
国
に

発
信
し
支
援
者
を
募
っ
た
。
彼

の
周
囲
に
は
い
つ
の
間
に
か
全

国
か
ら
人
が
集
ま
っ
た
。
ち

な
み
に
こ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ

て
、
名
前
を
諳
ん
じ
て
別
れ
た

幼
馴
染
に
も
再
会
し
た
と
聞
い

た
。
自
身
の
先
を
見
通
し
て
焦

る
気
持
ち
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
、
周
囲
と
の
摩
擦
も
あ
っ
た

ら
し
い
。
そ
れ
で
も
悪
魔
と
の

契
約
か
ら
５
年
後
、
念
願
の
一

人
暮
ら
し
を
成
し
遂
げ
た
の
で

あ
る
。

彼
は
２
年
間
の
在
宅
生
活
の

後
、
心
不
全
の
悪
化
に
よ
り
再

び
入
院
し
、
そ
し
て
帰
ら
ぬ
人

と
な
っ
た
。
亡
く
な
る
数
日
前

ま
で
、
私
に
「
わ
た
し
、
諦
め

が
悪
い
質
だ
よ
」
と
語
っ
て
い

た
。
あ
ら
ゆ
る
治
療
法
に
か

け
、
そ
れ
を
望
ん
で
い
た
。
お

そ
ら
く
囲
碁
で
も
容
易
に
「
あ

り
ま
せ
ん
」
と
は
言
わ
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
頃
は
彼
が
大
好
き
だ
っ
た

先
輩
た
ち
と
再
会
を
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
彼
が
残
し
た

Facebook

の
記
事
を
読
む
ば

か
り
で
、
新
し
い
書
き
込
み
は

な
い
。
時
々
過
去
の
フ
ィ
ー
ド

を
眺
め
て
当
時
の
彼
と
の
や
り

と
り
を
振
り
返
る
、
そ
ん
な
患

者
が
ま
た
一
人
増
え
た
。

地域で
暮らすために
みんなで考える

シリーズ

大野　一郎（医王病院・小児科）

第7回
（全11回）

古
込
さ
ん
の
こ
と

9月14日（土） 全体会
記念講演

18:30 ～ 20:15
「２次医療圏をもとに医療提供体制考える」（仮）
講師／国際医療福祉大学教授　高橋 泰 氏

講師／保団連顧問社労士　桂 好志郎 氏

基調報告
20:15 ～ 20:45

「入院医療をめぐる動きと対策について」
報告／保団連病院 ・有床診対策部長　安藤 元博

9月15日（日） 分科会
病院分科会 シンポジウム「医師・ 医療従事者の働き方

改善の具体的取り組みと課題 」（仮）

有床診分科会 事例報告・検討会「有床診経営の実践報告
2019」（仮）

9月15日（日） 全体会
「病院・有床診療所長が知っておくべき雇用管理・労務管理のポイント」（仮）

主催  全国保険医団体連合会

保団連 第37回

病院・有床診療所
セミナー
日時 9月14日（土）18:30 ～20:45・15日（日）10：00 ～15：00

会場 大阪府保険医協同組合 M&D ホール、 大阪保険医会館
■参加費／両日参加（1人 10,000円）、1日のみ参加（1人 6,000円）
■締　切／9月4日

申込・お問い合わせは  石川県保険医協会まで 電話 076（222）5373
FAX 076（231）5156

第37回保団連病院 ・有床診療所セミナーの主な企画

2019年10月20日（日）
午前9時30分～11時30分

石川県地場産業振興センター
新館５階第10研修室

【講師】宿原寿美子氏（じゅくはら すみこ）
・株式会社キュア・エッセンス代表取締役
・死化粧師
・厚生労働省認定1級葬祭デイレクター

対　象 どなたでも（医師、歯科医師、看護師、介護従事者、
介護をされているご家族等）

定　員 100人
参加費 無料
申　込 必要事項を明記し、案内チラシの参加申し込み書をFAX

するか、以下のメールフォームよりお申し込みください。
http://ishikawahokeni.jp/entrysheet/
※詳しくは同封の案内チラシをご覧ください。

主催／石川県保険医協会

石 川 保 険 医 新 聞 第568号（11）2019年8月15日（毎月15日発行）



〈シリーズ〉憲法を生きる⑰

障がいのある人にとってあたりまえの生活とは（前編）
平井　秀幸 特定非営利活動法人 地域支援センターポレポレ スタッフ

今回いろいろな縁で、この文章を書かせていただ
いております、特定非営利活動法人　地域支援セン
ターポレポレのスタッフの平井秀幸と申します。私
は金沢市横山町にある生活介護事業所「それいけ仲
間たちの家」で生活支援員をしています。

それいけ仲間たちの家
それいけ仲間たちの家は、昨年 4 月より新たにで

きた事業所ではありますが、これまでは扇町の民家
をお借りしてその中で活動してきました。今のそれ
いけ仲間たちの家には 6 名のメンバーさん（利用者
さん）が日中生活をしています。約 1 年経過しまし
たが、メンバーさんも落ち着いて生活をし、それい
け仲間たちの家周辺の方々ともイベント出店や行事
への参加をしていく中で声を掛けていただいたり、
少しずつ気にかけていただけるようになりました。

さて、先ほど触れたメンバーさん 6 名の中には、
事業所近くの自宅から通所されているAさんとい
う方がいます。Aさんは現在一人暮らしをされてい
ます。Aさんは「自閉症」という障がいがあり、時
間や予定に対しての不安感が強く、また甲高い声

（泣き声）が苦手です。テレビを観ていて、テレビ

から聞こえる泣き声にも反応することもあります。
今回その方の話を少しさせていただこうと思い
ます。

平日の過ごし方
Aさんには24時間誰かしらのサポートが入ってい

ます。日中は生活介護事業所に通所、朝と夕方は居
宅介護、夜間はオプションという形です（私もA
さんの夜間支援にも週に一度は関わっています）。
常に誰かしらがサポートしていることもあり、もし
ヘルパーさんが来ないとなると大パニックになりま
す。特に昼食や夕食の前は死活問題です。いろいろ
なヘルパーが関わることで彼の生活は何とか成り
立っています。

Aさんは、平日は生活介護事業を利用していま
す。普段は機織りを中心にいろいろな作業に取り組
んでいますが、かれこれ20年も機織りをしていると
アレンジ力が抜群です。過去にしたことやしでかし
たいたずらの数々を紙に書いて、間に挟み込んだり
します（写真）。今ではこのような作品が大半を占
め、「製品」と呼んでいたものはほぼ見ることはあ
りません。

日常生活
はというと
他にも利用
者さんがい
るので、時
には影響を
受け、時に
は影響を与
えることが
あ り ま す。
でも少しず
つ彼も環境
に慣れてき
た よ う で、
以前は影響
を与えた人
に向かうこ
とが多かっ
たですが、最近は自分から回避しようとすることが
多くなりました。そういった意味で、トラブルは
めっきり減ったように感じています。（つづく）

ドクターズ・ファミリー・コンサート

2019年11月10日（日）
● 開演：午後2時／終演：午後5時
● 金沢市民芸術村・ミュージック工房
● 参加費／無料

主催　石川県保険医協会
TEL（076）222－5373  FAX（076）231－5156

Ｅメール： iskw-hok@doc-net.or.jp

申し込み締め切り：
９月１５日（日）

－ 詳しくは同封の案内チラシをご覧ください。 －

出演者募集

ツエーゲン金沢
観戦ツアー

6月22日（土）に石川県西部緑地公園陸上競技場
にて、ツエーゲン金沢観戦ツアーを初開催しまし
た。13人が参加し、試合前にはクラブスタッフによ
るスタジアムツアーも行いました。アルビレックス
新潟との試合では見事勝利し、大満足の企画となっ
たかと思います。参加された千田美枝さんより参加
記を寄稿いただきましたので、掲載いたします。

初開催

私はもともとツエーゲンサポーターです
が、見学ツアーに引かれ参加させていただ
きました。初めて見るロッカールームや貴
賓室、記者会見場、そして監督が座るベン
チに座らせてもらったりと貴重な体験を
し、選手の会場入りの際のハイタッチにも
大興奮！　試合も勝利し最高の時間を過ご
すことができました。
サッカーファンはもちろん、初めての方
にも大変楽しめる内容だと思います。また
機会があれば、ぜひ参加したいです！

貴重な体験で
　　　最高の時間

千田　美枝
（かわきた眼科クリニック・受付事務）

監督や選手が座るベンチで記念
撮影

クラブスタッフの方からの説明を聞くチームカラーである赤のタオルを振って応援

ゴルフコンペ
石川県保険医協会主催

日時

場所

２０１9年10月22日（火・祝）
午前8時30分スタート（7時45分集合）

朱鷺の台カントリークラブ
眉丈台コース羽咋市柳田町8-8

電話 0767-27-1121

参　加　費 保険医協会会員並びにそのスタッフなど２,０００円
（保険医協会未入会員 ３,０００円）

ビジタープレー代 １3,10０円（昼食別／各自、お支払いください）

申込締切 10月7日（月）●詳しくは同封の案内チラシ　をご覧ください。
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主催： 第30回核戦争に反対し、核兵器の廃絶を
 求める医師・医学者のつどい実行委員会

●14:05～
 記念講演「核兵器禁止条約とトランプの

核政策」
 黒澤 満・大阪女学院大学教授
●15:15～

活動紹介
 平 信行（京都「被爆2世・3世の会」世話

人代表）
 平野 治和（光陽生協クリニック）
●15:50～
 特別シンポジウム
 「金融機関の核兵器製造企業への融資を

止めさせよう」
 スージー・スナイダー・PAX核軍縮プログ

ラム・マネジャー
 目加田 説子・中央大学総合政策学部教授

●9:30～
 特別講演「原発の法的問題と日本の司法

制度の課題」（仮）
 樋口 英明・元福井地裁裁判長
●10:40～
 講演「北東アジア非核化のために私たち

にできること」
 中村 桂子・長崎大学“RECNA”准教授

お詫びと訂正

本紙2019年 7 月号 8 面「数独」にお
いて、下記問題の赤字の「 1」が誤っ

て 1 マス左にずれて表記されていまし
た。訂正し、お詫びいたします。

（編集部）

（正）

今
年
で
８
月
６
日
と
９

日
、
人
類
史
上
、
初
め
て
核

爆
弾
が
広
島
、
長
崎
に
落
と

さ
れ
た
日
か
ら
、
74
年
目
を

迎
え
る
。
た
っ
た
１
発
の
核

爆
弾
に
よ
り
、
１
９
４
５
年

末
ま
で
に
広
島
で
は
約
14
万

人
、
長
崎
で
は
約
７
万
人

が
亡
く
な
っ
た
。
世
界
中

で
核
兵
器
を
な
く
す
た
め

に
、「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ

マ
、
ノ
ー
モ
ア
・
ナ
ガ
サ
キ
、

ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」

と
、
い
の
ち
を
懸
け
て
証
言

活
動
を
進
め
て
き
た
被
爆
者

の
願
い
が
、
世
界
中
の
世
論

を
動
か
し
、
国
連
で
核
兵
器

禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
た
の

は
２
０
１
７
年
７
月
７
日

だ
っ
た
。
今
日
で
２
周
年
を

迎
え
た
。

今
、
世
界
中
で
核
兵
器
禁

止
条
約
の
署
名
・
批
准
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
核
兵
器
禁

止
条
約
は
50
ヶ
国
が
批
准
し

た
と
き
に
発
効
す
る
。
２
０

１
９
年
６
月
現
在
、
署
名
は

70
ヶ
国
、
批
准
は
23
ヵ
国
に

な
っ
て
い
る
。
非
人
道
兵
器

と
さ
れ
た
生
物
兵
器
禁
止
条

約
は
１
９
７
２
年
署
名
開

始
、
１
９
７
５
年
発
効
（
日

本
は
１
９
７
２
年
署
名
、
１

９
８
２
年
批
准
）。
ま
た
、

化
学
兵
器
禁
止
条
約
は
１
９

９
３
年
署
名
開
始
、
１
９
９

７
年
発
効
（
日
本
は
１
９
９

３
年
署
名
、
１
９
９
５
年
批

准
）
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ

も
、
制
定
時
に
は
非
現
実
的

だ
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
国

際
世
論
に
押
さ
れ
て
最
終
的

に
実
現
し
て
き
た
。
２
０
１

８
年
12
月
の
国
連
総
会
で
は

各
国
に
核
兵
器
禁
止
条
約
署

名
・
批
准
を
促
す
決
議
が
提

案
さ
れ
、
核
兵
器
禁
止
条
約

締
結
賛
成
の
１
２
２
カ
国
を

上
回
る
１
２
６
カ
国
が
賛
成

し
た
。
最
悪
・
最
強
の
非
人

道
兵
器
で
あ
る
核
兵
器
の
廃

絶
に
向
け
て
の
国
際
的
合
意

は
国
際
世
論
が
大
き
な
役
割

を
果
た
す
と
考
え
る
。

核
兵
器
禁
止
条
約
の
制
定

に
は
、
あ
の
原
子
雲
の
下

で
何
が
起
こ
っ
て
い
た
の

か
、
今
な
お
続
く
被
爆
者
の

苦
し
み 

─ 

被
爆
の
実
相
と
核

爆
弾
の
非
人
間
性
の
証
言
活

動 
─ 
が
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
が
、
そ
れ
に
加
え

て
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
も
大

き
か
っ
た
。

い
の
ち
と
健
康
を
ま
も
る

こ
と
に
社
会
的
責
任
を
も
つ

医
師
集
団
は
、
ど
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
の

だ
ろ
う
か
？　

１
９
８
０

年
、
米
・
ソ
の
医
学
者
が
核

戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議 

（International Physicians 
for the Prevention of Nucle-

ar W
ar 

略
：
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）

を
設
立
し
た
。
そ
し
て
核
戦

争
の
悲
劇
的
な
結
末
を
世
界

中
の
世
論
に
訴
え
、
核
戦
争

を
防
止
す
る
運
動
を
進
め
、

１
９
８
５
年
に
は
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
受
賞
し
た
。
ま

た
、
２
０
０
７
年
、
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
提
案
で
核
兵
器

廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（International Cam
paign to 

Abolish Nuclear W
eapons

、

略
： 

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）が
発
足
し
、

核
兵
器
禁
止
条
約
の
制
定
に

向
け
て
各
国
政
府
へ
の
働
き

か
け
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

核
兵
器
禁
止
条
約
の
制
定
に

も
大
き
く
貢
献
し
、
２
０
１

７
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
し
た
。

昨
年
30
周
年
を
迎
え
た
核

戦
争
を
防
止
す
る
石
川
医
師

の
会
も
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
に
参
加

す
る
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
一
員

と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。
核
兵
器
禁
止
条
約
の
発

効
に
向
け
て
、
改
め
て
医
師

集
団
と
し
て
の
役
割
と
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と

考
え
た
い
。（
２
０
１
９
年

７
月
７
日
記
）

核兵器のない世界へ核兵器のない世界へ
─医師の役割を考える

第１回 被爆者の願いに応えて
白﨑　良明（金沢市・内科、核戦争を防止する石川医師の会世話人）

詩人。アメリカ・ミシガン州生まれ。ニューヨーク州の大学で英文
学を学び、卒業と同時に来日し、日本語で詩作を始める。

『さがしています』（童心社）で講談社出版文化賞絵本賞、『ドーム
がたり』（玉川大学出版部）で第23回日本絵本賞等、受賞多数。
丸木位里・俊夫妻が描いた「原爆の図」をもとにした紙芝居『ちっ
ちゃいこえ』で脚本を手掛けた（2019年5月発刊）。北陸放送のラ
ジオ「アーサー・ビナード午後の三枚おろし」に出演中（毎週月曜
から金曜16時45分～）。

国連核兵器廃絶デー記念企画

アーサー・ビナード講演会
この世はぜーんぶ紙芝居!!!

～アメリカ生まれの詩人が、この「令和原発列島」の出口戦略を語ります。～

［日時］ 9月23日（月・休日）
 13：30～15：30ごろ（開場13：00）

［会場］ 石川県教育会館 3階ホール
 ［定員340人］

［チケット］ 大人 1,000 円（高校生以下無料）
・ 事前にチケットを購入の上ご来場ください。定員に
   達した場合には当日券の販売は行いません。
・ 剰余金の一部は当会が行う『はだしのゲン』寄贈運
   動の資金として活用させていただきます。

▼ 当日は、ビナードさんご自身による新作紙芝居
　 『ちっちゃいこえ』の上演もおこないます。

▼ 講演会終了後、サイン会を行います。
▼ 保育あり（無料。希望の方は8/23 までに電話で
　 お申込みください。定員になり次第締め切ります。）

紙芝居『ちっちゃいこえ』
脚本／アーサー・ビナード
絵　／丸木俊、丸木位里
　　　「原爆の図」より
発刊／童心社2019 年5 月

アーサー・ビナード

［主催／問合せ先］
　核戦争を防止する石川医師の会
　　　http://ippnw-ishikawa.jp/
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原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

母と介護と銭湯

づめさんの

事務局　橋爪真奈美
3

全3回

（最終回）

会員リレーエッセー� ◆◆239◆◆

当
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
５
人
い
て
厚
生
年
金
に
入
っ
て
い
る

の
だ
が
、
公
的
医
療
保
険
は
開
業
以
来
ず
っ
と
歯
科
医
師
国

保
に
入
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
先
日
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
か
ら
、

保
険
料
が
高
い
と
相
談
を
受
け
て
し
ま
っ
た
。
歯
科
医
師
国

保
は
安
い
、
と
盲
信
し
て
い
た
の
だ
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は

ど
う
も
違
う
ら
し
い
。
彼
女
に
は
扶
養
す
る
子
ど
も
た
ち
が

い
る
の
だ
。

ス
タ
ッ
フ
の
保
険
料
は
１
万
２
４
０
０
円
。
40
歳
以
上
で

プ
ラ
ス
３
９
０
０
円
。
扶
養
す
る
子
ど
も
１
人
分
の
基
礎
賦

課
額
は
プ
ラ
ス
６
０
０
０
円
（
２
人
目
以
降
は
免
除
）。
彼

女
の
昨
年
の
月
額
保
険
料
は
、
２
万
２
３
０
０
円
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
今
年
、
お
子
さ
ん
の
一
人
が
め
で
た
く
高
校
生

に
な
っ
た
と
こ
ろ
、
基
礎
賦
課
額
６
０
０
０
円
に
、
さ
ら

に
後
期
高
齢
者
支
援
金
賦
課
額
３
４
０
０
円
も
加
算
さ
れ
、

３
万
１
７
０
０
円
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
後
、
彼
女
の
お

子
さ
ん
が
高
校
生
に
な
る
た
び
に
、
９
４
０
０
円
ず
つ
保
険

料
が
上
が
る
こ
と
に
な
る
。

当
院
で
は
、
こ
れ
ま
で
扶
養
手
当
な
ど
を
支
給
し
た
こ
と

が
な
く
、
他
の
ス
タ
ッ
フ
の
こ
と
も
気
に
な
る
。
さ
て
困
っ

た
と
思
っ
た
時
に
、
あ
る
先
輩
歯
科
医
が
ぼ
や
い
て
い
た
話

を
思
い
出
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
を
雇
っ
た
と
き
に
、
年
金
事
務

所
に
適
用
除
外
申
請
を
出
す
の
が
遅
れ
て
、
そ
の
ス
タ
ッ

フ
だ
け
高
い
健
康
保
険
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
と
言
っ
て
い
た
の

だ
。
私
の
と
こ
ろ
で
も
、
ス
タ
ッ
フ
を
雇
い
入
れ
る
た
び
に

そ
の
申
請
書
を
出
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
健
康
保
険

か
歯
科
医
師
国
保
か
は
医
院
ご
と
で
は
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
ご

と
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
今
さ
ら
な
が
ら
気
が
つ

い
た
の
だ
。
健
康
保
険
は
、
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
が
決
ま

り
、
扶
養
の
子
ど
も
が
何
人
で
も
同
じ
保
険
料
と
な
っ
て

い
る
。

さ
っ
そ
く
、
歯
科
医
師
会
と
年
金
事
務
所
に
当
院
の
ス

タ
ッ
フ
の
中
で
、
彼
女
だ
け
歯
科
医
師
国
保
か
ら
協
会
け
ん

ぽ
に
加
入
で
き
な
い
か
問
い
合
わ
せ
て
み
た
。
い
ず
れ
も
可

能
と
の
返
事
で
、
必
要
書
類
の
記
載
の
仕
方
な
ど
も
丁
寧
に

教
え
て
い
た
だ
け
た
。
ス
マ
ホ
で
調
べ
て
み
る
と
、
保
険
料

は
ず
い
ぶ
ん
安
く
な
る
。
そ
の
後
、
申
請
か
ら
10
日
ほ
ど
し

て
保
険
証
が
届
き
、「
そ
ん
な
こ
と
で
き
る
ん
で
す
か
？
」

と
言
っ
て
い
た
彼
女
に
、
保
険
証
を
渡
す
こ
と
が
で
き
た
。

あ
り
が
た
い
。
私
も
ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
医
療
保
険
料

濱
田
　
久
（
か
ほ
く
市
・
歯
科
）

囲 碁

（解答は 4 面にあります） （解答は 4 面にあります）

黒先　（5分で1、2級以上）
〈ヒント〉 黒１、３が白のダメヅマリを
 とがめる好手段です。

〈ヒント〉とどめは飛車の活用です。
 （10分で2級）

■出題　九段　石榑郁郎
■出題　九段　西村一義

初級編 初級編

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え4面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独8 5 3
5 1 8 3
6 7 4
8 6

5 6 9 4
□ 2 5

9 2 6
1 4 9 2

7 3 8 □

６
年
間
介
護
し
て
き
た
母

が
、
こ
の
春
急
逝
し
た
。
母
は

銭
湯
が
大
好
き
だ
っ
た
の
で
、

介
護
の
期
間
も
ほ
ぼ
毎
日
の
よ

う
に
一
緒
に
銭
湯
通
い
を
し
て

い
た
。
認
知
症
に
な
っ
た
ら
身

の
回
り
の
こ
と
に
無
頓
着
に
な

り
、
お
風
呂
も
拒
否
し
て
困
っ

た
こ
と
に
な
る
と
よ
く
聞
く

が
、
母
に
限
っ
て
言
え
ば
そ
ん

な
こ
と
は
全
く
な
く
、
む
し
ろ

銭
湯
に
連
れ
て
い
け
ば
ニ
コ
ニ

コ
に
な
っ
て
精
神
的
に
安
定
す

る
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
。

母
の
介
護
を
通
じ
て
、
介

護
と
は
日
常
生
活
の
質
を
維

持
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
だ
と
実
感
し
た
。
銭
湯

に
通
う
習
慣
が
あ
る
高
齢
者

に
は
、
生
活
の
質
を
維
持
す
る

上
で
と
て
も
効
果
的
な
場
所
だ

と
思
う
。
外
出
を
促
し
、
服
の

着
脱
と
い
っ
た
運
動
機
能
の
維

持
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、
身
体

の
衛
生
状
態
を
保
ち
、
さ
ら
に

は
常
連
さ
ん
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
で
き
る
か
ら

だ
。
特
に
母
は
、
銭
湯
が
元
々

好
き
だ
っ
た
と
い
う
の
も
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
習
慣
と

い
う
の
は
と
て
も
大
事
な
こ
と

で
、
銭
湯
に
行
く
と

い
う
リ
ズ
ム
を
崩
さ

な
か
っ
た
こ
と
が
、

結
果
と
し
て
認
知
症

の
悪
化
を
防
ぎ
、
い

つ
ま
で
も
母
ら
し
く

過
ご
せ
た
要
因
の

一
つ
だ
っ
た
よ
う
に

思
う
。

た
だ
、
銭
湯
な
ら

ど
こ
で
も
良
い
わ
け

で
は
な
く
、
行
き
慣

れ
た
銭
湯
で
な
い
と

逆
効
果
で
あ
る
こ
と
も
母
か
ら

学
ん
だ
。

驚
き
の
熱
さ
の

　
　
　
　桜
泉
湯

２
０
１
６
年
３
月
に
廃
業
し

て
し
ま
っ
た
金
沢
市
泉
野
町
に

あ
っ
た
「
桜
泉
湯
（
お
う
せ
ん

ゆ
）」。
入
口
正
面
は
、
現
代
で

は
と
て
も
珍
し
い
「
唐
破
風

（
か
ら
は
ふ
）」
様
式
の
造
り
に

な
っ
て
い
て
神
社
仏
閣
の
よ
う

な
佇
ま
い
で
あ
っ
た
。
と
て
も

存
在
感
が
あ
っ
て
厳
か
な
雰
囲

気
に
、
銭
湯
マ
ニ
ア
な
ら
ひ
と

目
惚
れ
し
て
し
ま
う
こ
と
間
違

い
な
し
の
銭
湯
で
あ
る
。

中
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
で
、

浅
い
湯
船
と
深
い
湯
船
が
二
つ

と
洗
い
場
が
あ
る
だ
け
。
お
湯

は
と
て
も
軟
ら
か
く
湯
冷
め
し

な
い
の
が
最
高
だ
っ
た
。
た
だ

一
つ
難
点
な
の
は
お
湯
が
と
て

も
熱
い
こ
と
!!　

江
戸
っ
子
な

ら
45
度
く
ら
い
の
お
湯
で
も

へ
っ
ち
ゃ
ら
か
も
し
れ
な
い

が
、
ぬ
る
め
好
き
な
私
に
は

び
っ
く
り
仰
天
な
熱
さ
だ
っ

た
。
で
も
、
こ
れ
が
意
外
に
病

み
つ
き
に
な
る
も
の
で
、
し
ば

ら
く
経
つ
と
ま
た
そ
の
熱
い
お

湯
が
恋
し
く
な
る
か
ら
不
思
議

で
あ
る
。

初
め
て
母
を
「
桜
泉
湯
」
に

連
れ
て
い
っ
た
時
、
予
想
ど
お

り
母
も
お
湯
の
熱
さ
に
驚
い

て
、
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
で

も
、
桜
泉
湯
の
常
連
さ
ん
は

み
な
さ
ん
と
て
も
優
し
く
て
、

「
熱
い
だ
ろ
う
か
ら
お
水
を
た

く
さ
ん
足
す
と
い
い
よ
」
と
優

し
く
言
っ
て
く
れ
た
。
お
言
葉

に
甘
え
て
お
水
を
ふ
ん
だ
ん
に

足
し
、
か
な
り
ぬ
る
く
な
っ
た

と
こ
ろ
で
母
に
入
る
よ
う
促

し
、
や
っ
と
の
思
い
で
湯
船
に

つ
か
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
と

な
っ
て
は
懐
か
し
い
思
い
出
だ

が
、
母
に
と
っ
て
は
ち
ょ
っ
と

迷
惑
な
出
来
事
だ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。

「
桜
泉
湯
」
の
営
業
最
終
日
、

仲
良
く
な
っ
た
常
連
さ
ん
た
ち

と
「
寂
し
く
な
る
ね
〜
」
と
言

い
な
が
ら
握
手
を
し
て
別
れ

た
。
こ
う
や
っ
て
ま
た
街
の
文

化
・
歴
史
が
一
つ
消
え
て
し
ま

う
の
か
と
思
う
と
虚
し
く
て
た

ま
ら
な
か
っ
た
。

役
割
の
再
評
価

銭
湯
も
時
代
の
変
遷
に
よ
っ

て
、
そ
の
役
割
を
変
化
さ
せ
て

き
た
。
１
９
６
０
〜
70
年
代
は

高
度
経
済
成
長
期
の
都
市
化
に

よ
る
労
働
者
家
族
の
公
衆
浴
場

と
し
て
そ
の
数
を
増
や
し
、
80

〜
90
年
代
は
ス
ー
パ
ー
銭
湯
な

ど
の
登
場
に
よ
り
フ
ァ
ミ
リ
ー

層
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
的
な
存
在

と
な
り
、
従
来
の
銭
湯
は
大
き

く
数
を
減
ら
し
た
。
そ
し
て

２
０
０
０
年
以
降
の
超
高
齢
社

会
と
な
っ
た
現
在
も
、
銭
湯
を

め
ぐ
る
経
営
環
境
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
し
か
し
、
か
つ
て
の
都
市

労
働
者
が
高
齢
（
母
も
そ
の
一

人
だ
っ
た
）
と
な
り
、
そ
の

高
齢
者
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
存
在
と
し
て
、
再
び
、
身
近

な
地
域
に
あ
る
銭
湯
の
役
割
が

再
評
価
さ
れ
て
も
い
い
時
代
を

迎
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

銭
湯
に
は
、
お
金
に
は
代

え
ら
れ
な
い
見
え
な
い
価
値
が

い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て
い
る
。
母

が
亡
く
な
っ
た
今
も
、
母
と
い

つ
も
通
っ
て
い
た
銭
湯
へ
時
々

行
く
こ
と
が
あ
る
。
母
と
仲
良

く
し
て
く
れ
て
い
た
人
た
ち
が
、

代
わ
る
代
わ
る
在
り
し
日
の
母

と
の
思
い
出
話
を
語
っ
て
く
れ
、

心
和
む
ひ
と
時
を
今
も
私
は
過

ご
し
て
い
る
。（
お
わ
り
）

桜泉湯の入り口は唐破風（からはふ）様式
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